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はじめに 

 
 
平成 30年度の環境科学院の年次報告書を発行いたします。 

 

 平成 28年度より第３期中期目標期間に入り、本年度はその折り返し点となります。北海道

大学は、平成 17年に大学院組織に対して、教育を担う学院と教員が所属して研究を行う研究

院という二本立ての枠組みを導入いたしました。教育組織である環境科学院はこの枠組みを活

用し、地球環境科学研究院（平成 17年度発足）に、水産科学研究院、低温科学研究所、電子

科学研究所、触媒科学研究所、北方生物圏フィールド科学センター、北極域研究センターを加

えた７部局の多くの教員の参画を得、さらにより包括的な環境科学教育が可能な教育組織にな

っています。総勢 140余名の教員が参画した全学的・総合的な環境科学の大学院として、昼夜

を問わず、熱意を持って大学院生の教育、指導を行ってまいりました。設立後、10年以上の年

月が過ぎましたが、すでに多くの修士課程ならびに博士後期課程学生が巣立ち、ホームカミン

グデーをメインとして同窓会活動も活発になっています。 

 本年度も全参画教員の連携のもと、正規カリキュラムの充実はもとより、外部資金によるさま

ざまな教育プログラムも推進してまいりました。本報告書の発行とともに、組織として教育、研

究活動を自己評価し、今後の当学院のさらなる発展に資したいと考えております。 

 

 

           北海道大学大学院環境科学院長 

             大原 雅 
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１ 沿革 

 
大学院環境科学研究科         
1977（昭和 52）年 
 
 

 4 月 1 日 大学院環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
環境計画学専攻修士課程，環境構造学専攻修士課程，社会環境学専攻修士課程，環境保全

学専攻修士課程が設置される 

 4 月 1 日 環境計画学専攻博士後期課程が設置される 

1978（昭和 53）年 4 月 1 日 環境構造学専攻博士後期課程が設置される 

1979（昭和 54）年 4 月 1 日 社会環境学専攻博士後期課程，環境保全学専攻博士後期課程が設置される 

1980（昭和 55）年  3 月 10 日 管理棟・研究棟（現在の A 棟）・実験棟（6,898 ㎡）竣工 

1987（昭和 62）年 10 月 17 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念式典・祝賀会を開催 

1988（昭和 63）年  2 月 20 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念公開シンポジウムを開催 

 
大学院地球環境科学研究科         
1993（平成 5）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
地圏環境科学専攻（修士課程，博士後期課程），生態環境科学専攻（修士課程，博士後期

課程），物質環境科学専攻（修士課程，博士後期課程）が設置される 

 7 月 14 日 アメリカ合衆国イリノイ大学大学院シカゴ校と部局間交流協定を締結 

1994（平成 6）年  4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻修士課程が設置される 

1995（平成 7）年  3 月 16 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と部局間交流協定を締結 

1996（平成 8）年   2 月 9 日 
英国（イギリス）ノッティンガム大学と部局間交流協定を締結 

（～2002(平成 14)年 2 月 6日） 

 4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻博士後期課程が設置される 

12 月 2 日 研究棟（現在の B 棟）（第一期 4,580㎡）竣工 

1997（平成 9）年 10 月 1 日 大韓民国ソウル大学校と大学間交流協定を締結                   

10 月 17 日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結 

11 月 17 日 中華人民共和国蘭州大学資源環境学院と部局間交流協定を締結 

1998（平成 10）年 
 1 月 16 日 

マレーシア マレーシア・サバ大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結      

（～ 2003（平成 15）年 1 月 15 日） 

2000（平成 12）年  3 月 27 日 研究棟（現在の C 棟）（第二期 5,282㎡）竣工 

10 月 25 日 大韓民国釜慶大学校と大学間交流協定を締結                    

2003（平成 15）年 9 月 29 日 大学院地球環境科学研究科創立 10 周年記念シンポジウム・祝賀会を開催 

 
 
大学院環境科学院     
2005（平成 17）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院が設置される 

4 月 1 日 大学院環境科学院が設置される 

 4 月 1 日 
大学院環境科学院に環境起学専攻（修士課程，博士後期課程），地球圏科学専攻（修士課

程，博士後期課程），生物圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），環境物質科学専攻

（修士課程，博士後期課程）が設置される                     
2006（平成 18）年 8 月 26 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と大学間交流協定を締結 

2007（平成 19）年  6 月 13 日 スイス連邦スイス連邦工科大学と大学間交流協定を締結 

11 月 12 日 ロシア連邦 ロシア極東国立大学と大学間交流協定を締結               

2009（平成 21）年 1 月 9 日 オーストラリア連邦タスマニア大学と大学間交流協定を締結              

12 月 24 日 講義棟（614 ㎡）竣工 
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2010（平成 22）年 2 月 11 日 ドイツ連邦共和国ブレーメン大学と大学間交流協定を締結             

3 月 31 日 大学院環境科学院のコースを一部廃止 

4 月 9 日 中華人民共和国蘭州大学と大学間交流協定を締結                 

9 月 2 日 
中華民国（台湾）国立成功大学と部局間交流協定を締結              

（～2016(平成 28)年 3 月 31 日） 

10 月 24 日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学と大学間交流協定を締結 

10 月 29 日 中華人民共和国東南大学と大学間交流協定を締結 

10 月 アメリカ合衆国ハワイ大学マノア校との大学間交流協定に参画           

11 月 25 日 中華人民共和国厦門大学と大学間交流協定を締結                 

2011（平成 23）年 2 月 3 日 中華人民共和国中国海洋大学と大学間交流協定を締結               

4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院の分野を一部再編，大学院環境科学院のコースを一部再編 

4 月 13 日 (株)星野リゾート・トマムとの間で連携協定を締結 

10 月 13 日 中華人民共和国西北農林科技大学と大学間交流協定を締結             

12 月 15 日 環境中間支援会議・北海道との間で連携協定を締結 

2012（平成 24）年 1 月 フィンランド共和国オウル大学との大学間交流協定に参画             

3 月 14 日 中華民国（台湾）国立中興大学と大学間交流協定を締結              

4 月 2 日 ロシア連邦 北東連邦大学と大学間交流協定を締結                

5 月 31 日 
ドイツ連邦共和国 GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean Research Kiel と部局間交流

協定を締結                                 

6 月 25 日 
中華民国（台湾）国立東華大学環境学院と部局間交流協定を締結 

（～2018(平成 30)年 3 月 19 日）  

9 月 21 日 (株)星野リゾート・トマム及び占冠村との間で連携協定を締結 

12 月 27 日 大韓民国成均館大学校と大学間交流協定を締結                  

2013（平成25）年 
 1 月 22 日 アメリカ合衆国ユタ大学大学院・ナノ研究所と部局間交流協定を締結        

1 月 23 日 中華民国（台湾）国立成功大学と大学間交流協定を締結              

 7 月 29 日 北海道コカ・コーラボトリング株式会社との間で連携協定を締結 

2014（平成26）年 2 月 5 日 マレーシア マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所と部局間交流協定を締結   

3 月 20 日 インドネシア共和国バンドン工科大学と大学間交流協定を締結 

７月 16 日 フィリピン共和国フィリピン大学と大学間交流協定を締結             

9 月 29 日 マレーシア マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部と部局間交流協定を締結 

2015（平成27）年 2 月 16 日 ノルウェー王国オスロ大学地球科学科と部局間交流協定を締結           

12 月 28 日 中華人民共和国香港科技大学理学院と部局間交流協定を締結 

2016（平成28）年 
3 月 17 日 

アメリカ合衆国カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海洋研究所と部局間交流協

定を締結 

4 月 12 日 マレーシア マレーシア・サバ大学と大学間交流協定を締結 

2017（平成29）年 6 月 7 日 中華民国（台湾）国立東華大学と大学間交流協定を締結 

7 月 13 日 ノルウェー王国オスロ大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結 

10 月 23 日 中華人民共和国華東師範大学地球科学部と部局間交流協定を締結 

10 月 26 日 イタリア共和国トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部と部局間交流協定を締結 

2018（平成30）年 1 月 15 日 インド インド工科大学ボンベイ校と大学間交流協定を締結 

2 月 27 日 インドネシア共和国イスラム大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結 

3 月 26 日 インド インド工科大学マドラス校と大学間交流協定を締結 

4 月 2 日 インド インド工科大学ハイデラバード校と大学間交流協定を締結 

7 月 26 日 ロシア連邦 北東連邦大学と部局間交流協定を締結 
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２ 歴代研究科長，学院長・研究院長 
 

職  名 氏  名 在  任  期  間 

大学院環境科学研究科長 関   清 秀  1977（昭和 52）年 4 月 1 日～1979（昭和 54）年 3 月 31 日 

高 桑 栄 松  1979（昭和 54）年 4 月 1 日～1980（昭和 55）年 3 月 31 日 

明 道   博  1980（昭和 55）年 4 月 1 日～1982（昭和 57）年 3 月 31 日 

太 田   實  1982（昭和 57）年 4 月 1 日～1986（昭和 61）年 3 月 31 日 

伊 藤 浩 司  1986（昭和 61）年 4 月 1 日～1990（平成 2） 年 3 月 31 日 

黒 柳 俊 雄  1990（平成 2） 年 4 月 1 日～1992（平成 4） 年 3 月 31 日 

小 島   豊  1992（平成 4） 年 4 月 1 日～1993（平成 5） 年 3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究科長 

堀     浩  1993（平成 5） 年 4 月 1 日～1995（平成 7） 年 3 月 31 日 

戸 倉 清 一  1995（平成 7） 年 4 月 1 日～1998（平成 10）年 3 月 31 日 

西   則 雄  1998（平成 10）年 4 月 1 日～2002（平成 14）年 3 月 31 日 

池 田 元 美  2002（平成 14）年 4 月 1 日～2005（平成 17）年 3 月 31 日 

大学院環境科学院長・ 

大学院地球環境科学 

研究院長 

池 田 元 美  2005（平成 17）年 4 月 1 日～2007（平成 19）年 3 月 31 日 

岩 熊 敏 夫  2007（平成 19）年 4 月 1 日～2009（平成 21）年 3 月 31 日 

南 川 雅 男  2009（平成 21）年 4 月 1 日～2011（平成 23）年 3 月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23）年 4 月 1 日～2013（平成 25）年 9 月 30 日 

久 保 川 厚  2013（平成 25）年 10 月 1 日～2017（平成 29）年 9 月 30 日 

大 原   雅 2017（平成 29）年 10 月 1 日～ 
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３ 教員組織 

学院長 大原  雅 
副学院長 松田 冬彦 
学院長補佐 露崎 史朗 

30.4.1現在 

専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手 

環境起学専攻 
 

専攻長 
沖野 龍文 

人間・生態 
システム 

高田 壯則 

露崎 史朗 
渡邉 悌二  

藤井 賢彦 
石川  守 
白岩 孝行 
佐藤 友徳 
根岸淳二郎 

 川西 亮太   

環境適応科学 
野呂 真一郎 豊田 和弘  

 
 

実践環境科学 
山中 康裕 

 
 

 
 

国際環境保全 
沖野 龍文 藏崎 正明  ﾗﾑ ｱﾊﾞﾀﾙ  

地球圏科学 
専攻 

 
専攻長 

杉山  慎 

大気海洋化学・ 
環境変遷学 

杉本 敦子 
力石 嘉人 

鈴木 光次 

山本 正伸 
山下 洋平 
西岡  純 
渡辺  豊 
関   宰 
亀山 宗彦 

 入野 智久 
宮﨑 雄三 

滝沢 侑子  

 

雪氷・寒冷圏

科学 

渡辺  力 
グレーベ， 

ラフル・ 
ギュンター 
杉山  慎 

 
 石井 吉之 

曽根 敏雄 
的場 澄人 
下山  宏 
飯塚 芳徳 

 

大気海洋物理 
学・気候力学 

久保川 厚 
長谷部文雄 
谷本 陽一 
大島慶一郎 
江淵 直人 
三寺 史夫 

藤原 正智 
青木  茂 
堀之内 武 
深町  康 
吉森 正和 

中村 知裕 水田 元太 
豊田 威信 
川島 正行 
平野 大輔 
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

生物圏科学 
専攻 

 
専攻長 

荒木  肇  

多様性生物学 
甲山 隆司 工藤  岳  久保 拓弥  

生態遺伝学 
大原  雅 
鈴木  仁 

越川 滋行   吉田 磨仁 

分子生物学 

福井  学 
森川 正章 
山口 良文 

笠原 康裕 
落合 正則 
山崎 健一 
三輪 京子 

 小島 久弥 
寺島 美亜 
鷲尾 健司 

 

植物生態学 
原 登志彦 隅田 明洋  小野 清美 

長谷川成明 
 

動物生態学 
野田 隆史 小泉 逸郎  大舘 智志  

海洋生物生産 
工藤  勲 清水 宗敬 

芳村  毅 
浦  和寛 

   

水圏生物学 

本村 泰三 
山羽 悦郎 
仲岡 雅裕 
宮下 和士 

宗原 弘幸 
長里千香子 
四ツ倉典滋 
三谷 曜子 
伊佐田智規 

 山本  潤 
傳法  隆 

 

 

森林圏フィール

ド科学 

佐藤 冬樹 
日浦  勉 
齊藤  隆 
柴田 英昭 
吉田 俊也 

車  柱榮 
門松 昌彦 

植村  滋 

揚妻 直樹 

高木健太郎 
内海 俊介 
中路 達郎 
岸田  治 
中村 誠宏 
福澤加里部 
小林  真 

 野村  睦 
 

 

耕地圏科学 
荒木  肇 
山田 敏彦 

星野洋一郎 
河合 正人 

 平田 聡之 
三谷 朋弘 
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

環境物質科学

専攻 
 

専攻長 
八木 一三 

生体物質科学 
坂入 信夫 

松田 冬彦 
山田 幸司 
梅澤 大樹 

 諸角 達也  

ナノ環境材料 

小西 克明 
八木 一三 
神谷 裕一 

川口 俊一 
廣川  淳 
七分 勇勝 

 中田  耕 
加藤  優 
大友 亮一 

 

光電子科学 

中村 貴義 
ビジュ， 
ヴアスデヴア

ン ピライ 

髙野 勇太  柚山 健一 
髙𣘺𣘺 仁德 

 
 

環境触媒化学 

大谷 文章 コワルスカ， 
エバ・カタルツ

イーナ 

 高島  舞  

※ 斜体は特任教員・ゴシックは再雇用教員を示す。 
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４ 事務組織                                 

30.4.1現在 
環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等 

事務長 
徳山 雅一 

総 務 
武部 将智 

山下 昌利 
吉泉  綾 名取 晴香 

斉藤 利奈（事務補助員） 

竹内 梨絵（事務補助員） 

教 務 佐藤 有希 伊藤 郁子 岸  紘子 
田中 宏美（事務補助員） 

木山めぐみ（事務補助員） 

会 計 大久保 恵  
吉備津侑加 

山内  拓 
村家 陽子（事務補助員） 

図 書 小林流美子       

 
 
 
 
 

  

 
研究院長室秘書 

 
明戸 要枝（事務補佐員） 
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５ 各種委員会 
                                                   30.4.1現在 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 環境物質 
科学 

副学院長 
学院長補佐 職指定 

事務 
選出 
委員 

事務 
所掌 

備
考 

専攻長 
会議 沖野 龍文 杉山  慎 荒木  肇 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務
担当 

申合

せで

明記 

学院人事
委員会 沖野 龍文 杉山  慎 荒木  肇 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務
担当  

教務 
委員会 沖野 龍文 杉山  慎 荒木  肇 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 全学教務委員  教務
担当 

内規

で 
明記 

入学試験 
委員会 沖野 龍文 杉山  慎 荒木  肇 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   教務
担当 

内規

で 
明記 

点検評価
委員会 沖野 龍文 杉山  慎 荒木  肇 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 総務
担当 

内規

で 
明記 

将来計画
委員会 沖野 龍文 杉山  慎 荒木  肇 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務
担当  

安全管理
委員会 沖野 龍文 杉山  慎 荒木  肇 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 会計
担当  

広報 
委員会 豊田 和弘 吉森 正和 長谷川成明 廣川  淳  学院長    総務

担当  

WEB 
サイト 
管理 
委員会 

露崎 史朗
佐藤 友徳 

中村 知裕 
水田 元太 

吉田 麿仁
久保 拓弥 

廣川  淳 
七分 勇勝      総務

担当 
各専

攻２

名 

学生 
委員会 沖野 龍文 谷本 陽一 三輪 京子 八木 一三 学院長補佐   全学学生委員  教務

担当 
内規

で 
明記 

留学生 
委員会 根岸淳二郎 杉山  慎 荒木  肇 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長  
英語プログラ

ム運営委員会

委員長 
 教務

担当 
内規

で 
明記 

コース 
代表教員 

露崎 史朗 
野呂真一郎 
山中 康裕 
藏崎 正明 

力石 嘉人
長谷部文雄
渡辺  力 

原 登志彦 
鈴木   仁 
森川 正章 
甲山 隆司 
小泉 逸郎 
工藤   勲 
本村 泰三 
吉田 俊也 
荒木  肇 

松田 冬彦 
神谷 裕一 
ビジュ，ヴ
アスデヴア
ン ピライ 
大谷 文章 
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Ⅱ 学生の受入 
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６ 入学試験 
 
平成３０年度 

特別推薦入試：修士課程（博士前期課程）生物圏科学専攻・環境物質科学専攻 
平成２９年 ５月２９日（月） 

 
秋季入試：博士後期課程   平成２９年 ８月２４日（木） 

２５日（金） 
      修士課程（博士前期課程）  平成２９年 ８月２４日（木） 

２５日（金） 
 

秋季推薦／特別入試：修士課程（博士前期課程） 
平成２９年１０月２５日（水） 

 
春季入試：博士後期課程   平成３０年 ２月２８日（水） 
     修士課程（博士前期課程）  平成３０年 ２月２８日（水） 

３月 １日（木） 
 

１０月入学入試：博士後期課程  平成３０年 ８月２３日（木） 
２４日（金） 

            修士課程（博士前期課程） 平成３０年 ８月２３日（木） 
２４日（金） 

 
 
入試説明会 

 第１回      平成２９年 ５月２０日（土） 
２１日（日） 
２３日（火） 

第２回      平成２９年１０月２９日（日） 
                          １０月３１日（火） 

 第３回      平成２９年１２月 ５日（火） 
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７ 学生定員と現員の推移 

７−１ 入学定員 
① 博士後期課程           （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 15 
地球圏科学専攻 14 
生物圏科学専攻 23 
環境物質科学専攻 11 

計 63 

 
② 修士課程（博士前期課程）     （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 44 
地球圏科学専攻 35 
生物圏科学専攻 52 
環境物質科学専攻 28 

計 159 

 
 

７−２ 入学者数 
① 博士後期課程 

（単位：人（％）） 
専 攻 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

環境起学専攻  9（60％） 12（80％） 10（67％） 8（53％） 11 （73％） 

地球圏科学専攻  7（50％） 11（79％） 7（50％） 5（36％） 7 （50％） 

生物圏科学専攻 18（78％） 18（78％） 12（52％） 13（57％） 18 （78％） 

環境物質科学専攻  4（36％） 9（82％） 5（46％） 7（64％） 12（109％） 

計 38（60％） 50（79％） 34（54％） 33（52％） 48 （76％） 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人（％）） 
専 攻 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

環境起学専攻 35 （80％） 42 （96％） 46（105％） 40（91％） 29（66％） 

地球圏科学専攻 18 （51％） 31 （89％）  26 （74％） 42（120％） 29（83％）  

生物圏科学専攻 48 （92%） 69（133%） 43 （83％） 56（108％） 53（102％） 

環境物質科学専攻 34（121％） 24 （86％）  31（111％） 30（107％） 31（111％） 

計 135 （85％） 166（104％） 146 （92％）  168（106％）  142（89％） 

（注１）（ ）は，入学定員に対する充足率を示す。 
（注２）１０月入学者数を含む。 
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７−３ 在籍者数 
① 博士後期課程 

（単位：人） 
専 攻 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

環境起学専攻 39 43 42 46 45 
地球圏科学専攻 39 39 37 28 29 
生物圏科学専攻 57 65 62 55 59 
環境物質科学専攻 25 28 23 26 23 

計 160 175 164 155 156 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 
専 攻 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

環境起学専攻 58 75 84 96 84 
地球圏科学専攻 47 51 62 68 75 
生物圏科学専攻 88 119 114 102 107 
環境物質科学専攻 79 61 59 56 60 

計 272 306 319 322 326 
（注）各年度５月１日現在の数 

 
 
 
 
 
 
  



 - 15 - 

８ 留学生数の推移と支援体制 
 
８－１ 留学生数（全体） 
 
① 博士後期課程 

（単位：人） 
専 攻 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

環境起学専攻 17 23 21 26 25 
地球圏科学専攻 16 15 15 14 13 
生物圏科学専攻 9 11 10 12 12 
環境物質科学専攻 9 10 8 12 13 

計 51 59 54 64 63 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 
専 攻 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

環境起学専攻 18 37 51 63 52 
地球圏科学専攻 0 4 7 6 7 
生物圏科学専攻 7 12 12 5 8 
環境物質科学専攻 7 6 5 5 14 

計 32 59 75 79 81 
（注）各年度５月１日現在の数 
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８−２ 留学生数（国別）                        

（単位：人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

注）平成３０年５月１日現在の数       
 

地域 日本語による 
国名・地域名 

留学生数 
博士後期 修士 

アジア 

インド 6 2 
インドネシア 1 3 
マレーシア 1 1 
ミャンマー  1 
韓国 2  
香港 1  
タイ 1  
ベトナム 7  
台湾 1  
中国 19 50 
ネパール 2  
バングラデシュ 11 5 
フィリピン  3 
モンゴル 1  

アフリカ 

アンゴラ  1 
ザンビア  2 
タンザニア  1 
マラウィ  3 
ナイジェリア 2 1 
モザンビーク 1  
エジプト 1  
パプアニューギニア  1 
マダガスカル  1 

北米 
アメリカ 2  
カナダ 1  

南米 コロンビア 1  

ヨーロッパ 
フランス  1 
ハンガリー 1  
ロシア 1 1 

オセアニア 
サモア  1 
フィジー  2 
トンガ  1 
計 63 81 
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８−３ 留学生の支援体制 

 
（１）英語プログラム（EPEES: English Program of Environmental Earth Science for a  

Sustainable Society）による留学生の受入 
 

現地面接等による渡日前入学制度を利用して３名（修士課程１名，博士後期課程２名）が入学した。 
 
（２）アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ（ABEイニシアティブ）「修士課

程およびインターンシップ」プログラム推奨コースの設定 
 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って，留学生の募集・選考（大学情報の作成や書類審査と

テレビ会議による面接）を実施し，平成３０年１０月に研究生４名が入学した。 
 
（３）イノベーティブ・アジアプログラム推奨コースの設定 
 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って，留学生の募集・選考（大学情報の作成や書類審査と

テレビ会議による面接）を実施し，平成３０年１０月に研究生１名が入学した。 
 
（４）北海道大学私費外国人留学生特待プログラムによる博士後期課程学生の支援 
 

北海道大学が入学金・学費相当額を支援，受入れ研究者が年間１００万円を超える研究補助員経費を

負担する制度により，８名（継続７名，新規１名）の私費留学生を受入れた。年度末に研究発表会を

行った。地球環境科学研究院では，毎年２名相当分について教員共通経費を充てる制度を設けている。 
 
（５）JASSO 海外留学支援制度による短期留学生の受入 
 

「持続的国際環境保全を担う次世代人材育成とそのネットワーク化」として，６名の留学生を受け入

れた。 
 
（６）大学の世界展開力強化事業 RJE3 プログラムによる特別聴講学生の受入 

極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する専門家集団を育成する取組みとして，本学院

では２名の留学生を受け入れた。 
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Ⅲ 教育活動 
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９ 専攻・コース編成 

 
環 境 起 学 専 攻（４コース） 

人間・生態システムコース 
環境適応科学コース 
実践環境科学コース 
国際環境保全コース 

 
地球圏科学専攻（３コース） 

大気海洋化学・環境変遷学コース 
雪氷・寒冷圏科学コース 
大気海洋物理学・気候力学コース 

 
生物圏科学専攻（９コース） 

多様性生物学コース 
生態遺伝学コース 
分子生物学コース 
植物生態学コース 
動物生態学コース 
海洋生物生産学コース 
水圏生物学コース 
森林圏フィールド科学コース 
耕地圏科学コース 

 
環境物質科学専攻（４コース） 

生体物質科学コース 
ナノ環境材料コース 
光電子科学コース 
環境触媒化学コース 
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１０ カリキュラム編成 

 
修了要件 
修士課程：必修科目１２単位を含み，合計３０単位以上修得することを修了の要件とする。 

ただし，環境物質科学専攻においては，必修科目１８単位，選択必修科目から８単

位以上を含み，合計３０単位以上を修得すること。なお，環境物質科学実習Ⅰ及び

環境物質科学実習Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に算入することができない。 
博士後期課程：必修科目１２単位を修得すること。 
 
 
環境起学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 

・ 環境科学基礎論 国際環境保全学総論 自然環境学総論 環境解析学総論 環境適応学総

論 実践環境科学総論Ⅰ 実践環境科学総論Ⅱ 環境汚染比較特論 地生態資源学特論 

気候変動影響特論 生態解析学特論 水循環学特論 環境情報地理学特論 水資源学特論 

流域環境学特論 保全生態学特論 環境保全学特論 寒冷陸圏環境学特論 環境適応学特

論 環境計量学特論 実践環境科学特論 国際科学コミュニケーション法特論 環境科学

英語ライティング特論 

・ 環境起学特別講義Ⅰ 環境起学特別講義Ⅱ 環境起学特別講義Ⅲ 

・ 環境解析法演習Ⅰ（２単位） 環境解析法演習Ⅱ（２単位） 山岳環境観測法実習（４単

位） 統合自然環境調査法実習（２単位） 統合環境地理調査法実習（４単位） 統合環

境分析法実習（４単位） 実践環境科学演習Ⅰ（１単位） 実践環境科学演習Ⅱ（１単

位） 実践環境科学実習Ⅰ（１単位） 実践環境科学実習Ⅱ（１単位） 実践環境科学イ

ンターンシップⅠ（２単位） 実践環境科学インターンシップⅡ（２単位） 
 

博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境起学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 環境起学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
地球圏科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 
・ 古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化学基礎論 
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・ 古海洋学特論 対流圏化学特論 陸圏物質循環学特論 古気候変動学特論 大気圏化学特

論 化学海洋学特論 海洋生物地球化学特論 環境分析化学特論 生物地球科学特論 氷

河・氷床学特論 雪氷水文学特論 寒冷圏気象・気候学特論 理論雪氷学特論 大気環境

科学特論 極域海洋学特論 大気力学特論 海洋力学特論 気候変動特論 気候動モデリ

ング特論 地球流体力学特論 大気海洋解析法特論 遠隔情報学特論 
・ 地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 地球圏科学特別

講義Ⅳ 
・ 地球圏科学演習Ⅰ（４単位） 地球圏科学演習Ⅱ（４単位） 地球圏科学実習Ⅰ（４単

位） 地球圏科学実習Ⅱ（４単位） 地球雪氷学実習Ⅰ（２単位） 地球雪氷学実習Ⅱ

（２単位） 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
生物圏科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 
・ 多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学基礎論 フィー

ルド科学基礎論 生物生産学基礎論 
・ 多様性生物学特論Ⅰ 多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生態遺伝学特論Ⅱ 環境

分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 植物生態学特論Ⅰ 植物生態学特論Ⅱ 動物

生態学特論Ⅰ 動物生態学特論Ⅱ 海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論

Ⅱ 水圏科学特論Ⅰ 水圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科

学特論Ⅲ 森林圏科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 
・ 生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 
・ 生物圏科学実習Ⅰ（４単位） 生物圏科学実習Ⅱ（４単位） フィールド科学特別実習Ⅰ

（１単位） フィールド科学特別実習Ⅱ（１単位） 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
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環境物質科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅰ ８単位 
・ 環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ 環境物質科学基礎論Ⅲ 各２単位 
（選択必修科目）各２単位 
・ 分子環境学特論Ⅰ 生体物質化学特論Ⅰ 生体物質化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅰ 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅲ 光電子科学特論Ⅰ 光電子科学特論

Ⅱ 環境触媒化学特論Ⅰ 環境触媒化学特論Ⅱ 
（選択科目） ※実習は４単位，特論は２単位，特別講義は１単位 
・ 分子環境学特論Ⅱ 分子環境学特論Ⅲ 
・ 環境物質科学特別講義Ⅰ 環境物質科学特別講義Ⅱ 環境物質科学特別講義Ⅲ 環境物質

科学特別講義Ⅳ 
・ 環境物質科学実習Ⅰ 環境物質科学実習Ⅱ 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅱ ８単位 
 

 

 
環境科学院共通科目 

修士課程 
（選択科目） 

・環境科学総論（２単位） 

・国際環境科学実習Ⅰ（１単位） 国際環境科学実習Ⅱ（１単位） 国際環境科学研究Ⅰ（２

単位） 国際環境科学研究Ⅱ（２単位） 

 

博士後期課程 

（選択科目） 

・国際環境科学特別研究Ⅰ（２単位） 国際環境科学特別研究Ⅱ（２単位） 国際環境科学特

別研究Ⅲ（２単位） 
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１１ 本学大学院（環境科学院以外）での講義・演習 

 

環境起学専攻 

部局等名 授業科目名 
単

位

数 
責任教員 本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数

（1 コマ

＝1.5 時

間） 

高等教育 一般教育演習・趣味の視点から

環境問題を考えよう 2 細川 敏幸 蔵崎 正明 15 

高等教育 グローバル環境科学入門 2 山中 康弘 蔵崎 正明 1 

保健科学院 衛生学実験 1 斎藤  健 蔵崎 正明 12 

国際連携本部 
Introduction to  
Environmental Earth Science 
(HUSTEP) 

2 露崎 史郎 蔵崎 正明 3 

 
 
地球圏科学専攻 

 なし 
 

 

生物圏科学専攻 

部局等名 授業科目名 
単

位

数 
責任教員 本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数

（1 コマ

＝1.5 時

間） 

生命科学院 
生命科学特別講義Ⅱ（国際） 

（研究発表と論文執筆の技術） 
2 田中 亮一 三輪 京子 1 

理学院 多様性生物学研究法 2 増田 隆一 鈴木  仁 １ 

 
 
環境物質科学専攻 

 なし 
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１２ 大学院共通授業科目での講義・演習 
 

環境起学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 
本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数

（1 コマ

＝1.5 時

間） 

（一般科目）：自然科学・応用科学 

環境科学総論 
2 渡邉 悌二 

渡邉 悌二 

露崎 史朗 

佐藤 友徳 

藏﨑 正明 

10 

STSI Indian Language and Culture(2) 1 小林 幸徳 Ram Avtar 8 

大学院共通授業科目（教育プログラム）：RJE3 2 杉本 敦子 佐藤 友徳 1 

大学院共通授業科目：PARE 基礎論Ⅰ 1 波多野隆介 沖野 龍文 1.5 

PARE 基礎論 IV 1 藤井 賢彦 藤井 賢彦 1.5 

持続可能な社会とグリーン成長 2 倉谷 英和 藤井 賢彦 1.5 

環境科学総論（日本語版） 2 山中 康裕 山中 康裕 11 

実践環境科学チーム活動演習 1 山中 康裕 山中 康裕 15 

実践環境科学チーム活動実習 １ 山中 康裕 山中 康裕 15 

大学院共通授業科目：PARE 実習Ⅱ 
 

2 根岸淳二郎 根岸淳二郎 6 

大学院共通授業科目：PARE 演習Ⅱ 
 

1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 3 

大学院共通授業科目：PARE 実習Ⅰ 
 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 6 

大学院共通授業科目：PARE 演習Ⅰ 
 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 3 

南極学特別実習 I 2 杉山  慎 白岩 孝行 5 

南極学特別実習 III 2 杉山  慎 白岩 孝行 2 

国際環境科学研究 I（ラーニングサテライト）

“Lectures, and field and laboratory works on 
assessment for pollution in river”・ガジャマ

ダ大学 

2 蔵崎 正明 蔵崎 正明 12 
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地球圏科学専攻 

講義名 
単

位

数 
責任教員 

 
本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数

（1 コマ

＝1.5 時

間） 

南極学特別講義 I 2 青木 茂 

杉山  慎 
青木  茂 

長谷部文雄 

山本 正伸 

7 

南極学特別実習 I（スイス氷河実習） 2 杉山 慎 
杉山  慎 

入野 智久 
20 

南極学特別実習 III（野外行動技術実習） 2 杉山 慎 
杉山  慎 

下山  宏 
10 

 

 

生物圏科学専攻 

講義名 
単

位

数 
責任教員 

 
本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数

（1 コマ

＝1.5 時

間） 
あなたの研究を伝えよう～生物学研究の発表と

論文執筆の技術 
2 田中 亮一 三輪 京子 1 

 
 
環境物質科学専攻 

 なし 
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１３ 公開コースの開催  

１３－１ 平成３０年度 PARE プログラム（人口・活動・資源・環境の負の連環 

を転換させるフロンティア人材育成プログラム） 

 

 本プログラムは、文部科学省が行う「大学の世界展開力強化事業」の一つとして平成24年度

から実施され、文部科学省事業としては平成28年度に終了したが、平成29年度以降も北海道大

学の農学院、環境科学院、工学院、水産科学院、情報科学研究科の共同で、タイの3大学とイ

ンドネシアの3大学で大学院教育コンソーシアムを形成し実施している。本学院では、基礎科

目であるPARE基礎論Iの大半の授業を担当し、PARE基礎論Ⅳの責任教員を藤井准教授が務め

た。環境科学院からは4科目で11名受講し、全体では41名の受講であった。また、サマースク

ールは「PAREの連環：土地、水、食料、エネルギーの持続的利用と管理」をテーマに北海道大

学を拠点に、スプリングスクールは「土地、水、エネルギー資源の持続的利用と管理」のテー

マで，インドネシアのガジャマダ大学を拠点に、いずれも根岸准教授を責任教員として実施し

た。環境科学院からはサマースクールに2名、スプリングスクールに1名参加した。全体ではサ

マースクールの参加者は26名、スプリングスクールは29名であった。 

 
１３－２ 南極学カリキュラム 
 
南極学カリキュラムでは，極域・寒冷圏における環境とその変化、地球環境への影響等につ

いて総合的に学ぶ教育プログラムを提供している。平成30年度はプログラムの基幹をなす，南

極学特別講義2科目と南極学特別実習3科目を開講し，規定単位を修得したカリキュラム修了者

10名に修了証書（Diploma of Antarctic Science）を授与した。各プログラムは、大学院共通科

目の他、本学が推進するラーニングサテライトおよびサマーインスティチュート科目として開

講しており、環境科学院を中心に，学内他分野の大学院生が各プログラムを受講し，学生間交

流や幅広い知識獲得の機会となっている。 
本カリキュラムは，極域科学教育に関する国際的な枠組みである国際南極大学

(International Antarctic Institute)の一翼を成すものであり，国立極地研究所，神戸大学，

ETH，ブレーメン大学，タスマニア大学など国内外の研究機関と連携して，国際的な環境教

育・研究を推進するものである。 
 
過去5年間の各講義履修者数，および南極学修了証書の取得者数 
 

南極学特別科目 H26 H27 H28 H29 H30 
特別講義I 49 34 33 49 46 
特別講義II 8 17 12 18 12 

特別実習I（スイス氷河実習） 9 10 12 11 11 
特別実習II（サロマ湖海氷実習） 実施せず 9 実施せず 7 実施せず 
特別実習III（野外行動技術実習） 31 36 37 57 32 
特別実習IV（母子里雪氷実習） 8 14 15 19 16 

南極学修了証書 5 2 7 2 10 
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１３－３ 大気と海洋と雪氷に関するスプリングスクール 
 
平成 30 年度は実施しなかった。 

 
 
 
１３－４ 平成 30 年度 大学の世界展開力強化事業 RJE3 プログラムおよび北

極圏大学関連のプログラム 
 

RJE3 プログラムは文部科学省が行う大学の世界展開力強化事業の一つであり，環境科学院，

工学院，文学研究科，農学院，理学院が中心となって申請し，平成 26 年 10 月より開始した事

業である。 
ロシアの基幹 5 大学（ウラジオストクの極東連邦大学，ヤクーツクの北東連邦大学，ユジノサ

ハリンスクのサハリン国立大学，ハバロフスクの太平洋国立大学，イルクーツクのイルクーツク

国立大学）と北海道大学の複数大学院，北海道や極東ロシアの自治体，産業界の代表などで構成

されるコンソーシアム（East Russia-Japan Expert Education Consortium，以下 RJE3 コンソ

ーシアム）を構築し，極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する人材を育成するこ

とを目的としている。 
  

平成30年度は、実習と集中講義を大学院共通講義として実施した。 
（１）RJE3 ヤクーツク野外実習：永久凍土生態系実習（平成 30 年 8 月 7 日〜19 日）：RJE3

基礎科目の実習として大学院共通科目として実施した。北海道大学からは、環境科学院か

ら 2 名、工学院から 3 名、農学院から 3 名、他に理学部から１名の計 9 名と、ロシア北

東連邦大学から 6 名の学生が参加した。また、講師陣として、環境科学院から２名の教員

が現地に赴き、名古屋大学および海洋開発研究機構からそれぞれ１名が参加した。また、

極東連邦大学から１名、北東連邦大学からは２名の教員が参加し、他にジャーナリスト、

ロシア科学アカデミーIBPC から各１名が講義・実習を分担した。永久凍土やその生態系

に関する講義の他、日本とロシアの歴史的なつながり、サハの文化なども講義の内容に含

まれている。参加者は４つのグループに分かれてミニ研究プロジェクトを実施し、最終日

に成果発表会を実施した。 
（２）RJE3 基礎科目（平成 30 年 8 月 27 日〜8 月 31 日）：上記のヤクーツク野外実習への参

加者に加え、ロシアの他の４大学と礼文および札幌でのサマースクールに参加した北海

道大学の学生計 55 名（環境科学院の学生 2 名を含む北大生 30 名、ロシア 5 大学からの

留学生 25 名）が参加した。参加学生は、北海道・極東・北極圏の歴史と文化、自然環境、

生活環境と地域開発、経済・国際関係についての講義を受講し、５つのグループに分かれ

てそれぞれ２つのトピックスを選択し、それらについてグループ討論を行い、最終日にそ

のまとめを発表した。環境科学院からは 2 名の教員が講義を担当するとともに、環境科

学院の研究室訪問を実施し、実験や分析設備の見学を含めて研究内容を紹介した。 
（３）RJE3 専門科目：基礎科目に参加したロシアからの学生のうち 2 名が北海道大学に半年間

滞在し、専門科目の講義を履修した。 
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１４ ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）研修 

①平成３０年度地球環境科学研究院・環境科学院実験室の省エネ対策 FD研修会 

 開催日時：平成３０年１０月２９日（月）１０：００～１１：００ 

 出席者数：１９名 

 

②平成３０年度地球環境科学研究院・環境科学院安全衛生 FD研修会 

 開催日時：平成３１年１月１０日（木）１５：００～１６：００ 

 出席者数：５１名 
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Ⅳ 成  果 
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１５ 学位取得状況 

１５−１ 博士論文題目一覧 

 

環境起学専攻 

Detecting the mechanisms of spatio-temporal changes in land use and endangered ecosystems induced by 
urban growth（都市成長に伴う土地利用と絶滅危惧生態系の時空的変化機構の検出）Sharmin 
Shishir（人間・生態システム） 

環境DNAを用いた絶滅危惧種ニホンザリガニの生息要因と外来種ウチダザリガニの侵入状況の

解明（Understanding the habitat factors of an endangered species, Cambaroides japonicus, and 
invasion status of an alien species, Pacifastacus leniusculus, by using environmental DNA）池田 幸

資（人間・生態システム） 

Effects of ENSO-induced synoptic-scale environment on tropical cyclone activity and predictability over 
the western North Pacific（ENSOに伴う総観規模場が北西太平洋における熱帯低気圧の活動と

予測可能性に与える影響）TA Huu Chinh（人間・生態システム） 

Regulation of apoptosis related factors in intrinsic signaling pathway by myricetin in vitro（ミリセチン

による内因性シグナル伝達経路のアポトーシス関連因子の試験管内での調節）檀 功勛（環

境適応科学） 

Study on the efficacy of dietary compounds to detoxify toxic metals in vitro（試験管内で毒性

金属を解毒するための食餌中化合物の有効性に関する研究）Md. Mostafizur Rahman（環

境適応科学） 

Antibacterial activity and cytotoxicity in vitro of green-synthesized silver nanoparticles using 
Brassica rapa var. japonica leaf（ミズナの葉を用いてグリーン合成された銀ナノ粒子の抗

菌活性および試験管内細胞毒性）Mahmuda Akter（環境適応科学） 

空間情報を用いた人の行動分析に関する研究（A study of analysis of human behavior using 
geospatial information）吉村 暢彦（実践環境科学） 

The role of community trust in mining companies with focus on environmental perception: 
two case studies in Mongolia（地域コミュニティの環境認知が鉱山会社への信頼に及ぼす

役割：モンゴルにおける２つの事例研究）Dagvadorj Lavdmaa（国際環境保全） 
 

地球圏科学専攻 

Dissolved methane distribution in seawater and its controlling factors in the polar regions（極域における

海水中メタンの分布とその制限因子に関する研究）Bui Thi Ngoc Oanh（大気海洋化学・環境

変遷学） 

The study on physiology and ecology of willows under flooding in Indigirka River lowland, Northeastern 
Siberia, using stable isotope tools（同位体比を用いた北東シベリアインディギルカ河川低地氾

濫域のヤナギの生理学的および生態学的研究）Fan Rong（大気海洋化学・環境変遷学） 

Accumulation mechanisms of trace metals into Arctic sea ice（北極海における海氷への微量金属蓄積

メカニズムの解明）Evans La Kenya Elizabeth（大気海洋化学・環境変遷学） 
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Studies on vegetation mapping and methane emissions in a taiga-tundra boundary lowland, northeastern 
Siberia（北東シベリアタイガ-ツンドラ境界における植生マッピングとメタン放出に関する

研究）両角 友喜（大気海洋化学・環境変遷学） 

Development and application of biomass burning tracers in ice core for reconstruction of boreal forest fire 
history in North America（森林火災トレーサーの検証とアイスコアを用いた過去の北アメリ

カ北方林火災の変遷の復元）Parvin Fahmida（大気海洋化学・環境変遷学） 

Photophysiological responses of marine phytoplankton and ice algae to temperature, iron and light 
availability in subpolar and polar regions（亜極域・極域に生息する海洋植物プランクトンおよ

び海氷微細藻類の温度・鉄・光利用度への光合成生理応答）吉田 和広（大気海洋化学・環

境変遷学） 

Formation mechanism of the baroclinic jet structure of the Soya Warm Current during summer（夏季の

宗谷暖流の傾圧ジェット構造の形成過程について）唐木 達郎（大気海洋物理学・気候力

学） 

Studies on the formation of high ice-concentration cirrus in the Tropical Tropopause Layer（熱帯対流圏

界層における高氷晶数密度巻雲の生成過程に関する研究）三村 慧（大気海洋物理学・気候

力学） 

Study on relationship between CH4 flux and wetting at taiga-tundra boundary in northeastern Siberia using 
stable isotope ratios of CH4（北東シベリアタイガ‐ツンドラ境界域における湿潤化前後のCH4

フラックスとCH4安定同位体比の利用）新宮原 諒（論文博士） 

 

生物圏科学専攻 

Phylogeny and diversity of genes for poorly characterized type of arsenite oxidase involved in anaerobic 
arsenic oxidation（嫌気的ヒ素酸化に関わる亜ヒ酸酸化酵素遺伝子の系統及び多様性）Cabrera 
Ospino, Melody Christine（生態系生物学） 

Boron-dependent posttranscriptional regulation of a borate transporter BOR1 and its physiological 
significance in Arabidopsis thaliana（シロイヌナズナにおけるホウ酸輸送体BOR1のホウ素濃

度依存的な転写後制御とその生理的意義）相原 いづみ（分子生物学） 

Using recombinant E. coli displaying surface heavy metal binding proteins for removal of Pb2+ from 
contaminated water（汚染水からの鉛除去のための表在性重金属結合タンパク質提示組換え

大腸菌の利用）Shehata Mohamed（分子生物学） 

The town squirrel and the country squirrel: multiple behavioral comparisons in Eurasian red squirrel 
between two environments（都市化がもたらすエゾリスの行動変化：複数の行動に着目した比較）内

田 健太（動物生態学） 

Mechanisms of sustainable introgressive hybridization between native white-spotted charr (Salvelinus 
leucomaenis) and non-native brook trout (S. fontinalis)（外来カワマスと在来アメマスにおける

浸透交雑の存続機構）福井 翔（動物生態学） 

Evolutionary ecological study on lineage longevity of Hexagrammos hemiclonal hybrids: two-way 
backcrossing, recombination through occasional generation changes and synthesis of renewed 
hemiclone（アイナメ属半クローン雑種の系統寿命に関する進化生態学的研究：二方向の戻

し交配、間欠的組換え世代の出現と半クローン世代の更新）鈴木 将太（水圏生物学） 
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地まきホタテガイ漁業における被食減耗軽減に関する研究（Studies on the predation risk 
management of sea stars for the mariculture systems of Japanese scallop）三好 晃治（水圏生物

学） 

Evaluation of transgenic tall fescue (Festuca arundinacea Schreb.) improved for important forage and turf 
traits（牧草および芝草の重要形質を改良したトールフェスク形質転換体の評価）佐藤 広

子（論文博士） 

冷温帯生態系の森林帯－高山帯エコトーンにおける訪花性昆虫群集組成と開花構造との関連性

（Relationship between community structure of flower-visiting insects and flowering structure of 
plant communities along the forest–alpine ecotone in a cool-temperate ecosystem）水永 優紀（論

文博士） 

 
環境物質科学専攻 

Studies on synthesis and characterization of cyclodextrin-based glyco-clusters（シクロデキストリンを

基盤とした糖鎖クラスターの合成と特性評価に関する研究）韓 彬（生体物質科学） 

Suzuki–Miyaura cross-coupling based synthesis and characterization of fluorescent and chemiluminescent 
boron dipyrromethene dyes spanning near-infrared region（近赤外領域にわたるボロンジピロメ

テン蛍光および化学発光色素の 鈴木-宮浦クロスカップリングを活用した合成とその特性

評価）李 光磊（生体物質科学） 

メタクロレインからメタクリル酸への気相選択酸化を促進する金属酸化物触媒の作用機構と新

触媒開発（Mechanistic study on and development of novel metal  oxide catalyst for gas–phase 
oxidation of methacrolein to methacrylic acid）保田 修平（ナノ環境材料） 

有機配位子が関与する相互作用を通じた金クラスターの特性制御（Control of gold cluster 
properties through ligand-mediated interaction）岩崎 光紘（ナノ環境材料） 

アナタース型酸化チタンの特性と光触媒活性におよぼす粒子形状の影響に関する研究（Study on 
influence of particles shape on characteristics and photocatalytic activity of anatase titania）小林 健

太（環境触媒化学） 

A mechanistic study on noble metal-modified titania photocatalysts for inactivation of bacteria and fungi
（貴金属担持酸化チタン光触媒による細菌及びカビの不活性化メカニズムに関する研究）

遠藤 摩耶（論文博士） 
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１５－２ 修士論文題目一覧 
環境起学専攻 

衛星リモートセンシングを用いたアムール川流域における永久凍土の探査 久保 匠（人間・生

態システム） 

Interannual variation and trend of propagating meso-scale convective systems over South Asia（南アジア

における移動性メソ対流システムの年々変動とトレンド）HABIB SM AHSAN（人間・生態

システム） 

Adult aquatic insects as indicators of water pollution in hyporheic food web（河床間隙水域食物網への

水質汚染指標としての水生昆虫成虫）Alam Md. Khorshed（人間・生態システム） 

Influence of terrestrial precipitation to the variability of extreme sea levels along the coast of Bangladesh
（バングラデシュ沿岸域における極端な海面水位の変動に対する陸上降水の寄与）Islam 
Mohammad Anowarul（人間・生態システム） 

Users’ impacts on the Kuro-dake Campsite in Daisetsuzan National Park and the necessity of proper 
management for the future（大雪山国立公園，黒岳野営指定地への利用者のインパクトと将来

の適切な管理の必要性）王 婷（人間・生態システム） 

Detecting the effectiveness of Sphagnum transplantation for restoring wetland ecosystem after peat mining 
in Sarobetsu Mire, northern Japan（サロベツ湿原泥炭採掘跡地における湿原生態系復元を目的

としたミズゴケ移植有効性の検証）賈 雨萌（人間・生態システム） 

ベイツ型擬態の共存に関する群集動態モデルの数理的解析 加藤 颯人（人間・生態システム） 

Effects of a 100-year flood on flying Hymenoptera in riparian zones along a braided river（100年確率洪

水が網状河川河畔域におけるハチ目に与える影響）Gao Yiyang（人間・生態システム） 

An analysis of the causes of deforestation in Malawi: a case of Mwazisi（マラウイ共和国の森林伐採の

原因に関する分析：ムワジジの事例）Susan Ngwira（人間・生態システム） 

Grazing pattern and climate factors influencing grassland cover change in Qilian County, Qinghai Province, 
Northwest China（中国北西部，青海省，祁連県における家畜放牧パターンと草地被覆変化に

影響を与える気候要因）張 伊梦（人間・生態システム） 

The morphological variations of Thelypteris palustris Schott affected by human disturbances in the 
wetlands of Hokkaido, Japan（北海道の湿原における人為攪乱に対するヒメシダの形態変異）

張  暁理（人間・生態システム） 

InSAR analysis of changing microtopography around thermokarst lakes in southern fringe of Siberian 
permafrost, Mongolia（干渉合成開口レーダーによるシベリア永久凍土南限モンゴルにおける

サーモカルスト湖縁辺部の微地形変動解析）Mo Shixin（人間・生態システム） 

北海道忍路湾における地球温暖化・海洋酸性化指標の変動特性評価と将来予測（Assessment and 
future projection of variational characteristics of global warming and ocean acidification proxies in 
Oshoro Bay, Hokkaido）山家 拓人（人間・生態システム） 

Removal of copper (II) ions in aqueous solution with mixed beads consisting of chitosan, β-cyclodextrin 
and zero-valent iron（キトサン、β–シクロデキストリン及び零価鉄混合ビーズによる水溶液

中銅２価イオンの除去）吉 鵬程（環境適応科学） 
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Comparative evaluation of L-ascorbic acid and epigallocatechin gallate on cadmium-induced toxicity on 
PC12 cells（PC12細胞におけるカドミウム誘導毒性に対するL-アスコルビン酸とエピガロカ

テキンガレートの比較評価）BONDAD SERENE EZRA CORPUS（環境適応科学） 

極性界面の環境変化に波長応答する蛍光インジケータの創製 岩館 和斗（環境適応科学） 

Effects of wastewater from sewege plants on water quality of nearby rivers: A case of Sapporo city （下

水処理場からの排水が近隣の河川の水質に及ぼす影響 :札幌市を例として）袁 月（環境適

応科学） 

水圏中におけるMicranthemum umbrosumによるヒ素除去に対する共存亜鉛の影響（Effects of 
coexisting zinc on phytofiltration of arsenic using Micranthemum umbrosum in aquatic environment）
妹尾 駿作（環境適応科学） 

紅藻マギレソゾ由来ブロモペルオキシダーゼの反応解析 平島 宗一郎（環境適応科学） 

Removal of Pb(II) from water environments using chitosan-activated carbon-polyvinyl alcohol composites
（キトサン-活性炭-ポリビニルアルコール複合体を用いた水圏環境中からの鉛除去）平瀬 

典子（環境適応科学） 

Coping with multilingual needs with QR codes: assessment of the foreign users engagement in a Japanese 
museum（多言語ニーズへのQRコードを用いた対応： 日本の博物館における外国人来館者

の主体的参画に関する評価）ABILLA  ESPUNA  SEBASTIEN NONILO HENRI（実践環境

科学） 

教育支援をうけた中国少数民族女子学生の将来の進路に対する意識について —日本雲南聯誼協

会「２５の小さな夢基金」プロジェクトを例として—  王 寧（実践環境科学） 

道内企業のCSRに対する活動や意識に関する調査 孫 書庭（実践環境科学） 

全球規模の将来シナリオ評価で用いるための生態系サービスの経済的評価 陸 紫薇（実践環

境科学） 

鶴居村における高齢者の現状把握―行政と協働したデータベースの作成 何 夢夢（実践環境

科学） 

市立札幌大通高校における渡日帰国生徒に対する学習支援について 許 丹（実践環境科学） 

北海道における地域スキー場と小中学校スキー授業の現状について 酒井 亮輔（実践環境科

学） 

Variations in carbon and nitrogen stable isotopes and heavy metal contents of Potamogeton wrightii in two 
Myanmar’s lakes and Japan（ミヤンマー国の2つの湖と日本に生息するササバモ中の炭素・

窒素安定同位体比と重金属濃度の分布）AYE MYINT MYAT SOE（国際環境保全） 

Monitoring of land use/land cover dynamics using satellite data in Ngorongoro Conservation Area, 
Tanzania（衛星画像データを用いたタンザニア，ンゴロンゴロ自然保護区における土地利用・

土地被覆変化のモニタリング）KOMBA  ATUPELYE  WESTON（国際環境保全） 

Spatial distribution of heavy metals around the abandoned mine in Kabwe, Zambia（ザンビア共和国カ

ブウェ市の廃鉱山周辺の重金属の空間的分布）LEE  CHOOI  WEN（国際環境保全） 

The assessment of human impacts on the distribution patterns of mangroves: a comparative study between 
Rewa and Ba delta, Fiji（マングローブの分布形態に対する人為影響評価: フィジーRewaデル
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タとBaデルタの比較研究）Sassen Jone Ravuci（国際環境保全） 

Energy industry induced urbanization: A study of energy industry in India with energy-urbanization-
population nexus（エネルギー産業による都市化 エネルギー - 都市化 - 人口関係をもつイ

ンドのエネルギー産業の研究）Tripathi Saurabh（国際環境保全） 

Assessing the impacts of invasive alien tree species in lowland forest ecosystem in order to improve 
restoration strategies in Samoa（復元計画改善を目的としたサモア低地林における侵略的外来

木本種の影響評価）Pisi Joe Tuunasoli（国際環境保全） 

Fish diversity and trophic interactions following overfishing in Mifimbo, Lake Mweru, Zambia（ザンビ

ア、ムエル湖ミフィンボ地区における過剰漁獲後の魚類多様性と栄養性相互作用）Phiri 
Masiliso Mwambwa（国際環境保全） 

Quantification of some heavy metal levels in commercial rice from Ebonyi state, Nigeria（ナイジェリア、

エボニ州での流通米中の重金属元素濃度の数量化）Mba Ugochukwu（国際環境保全） 

Assessment of some heavy metals in Tilapia fish from aquaculture ponds and Kafue River, Copperbelt, 
Zambia（ザンビア、カッパーベルト内のカフエ川や養殖池で育ったティラピア魚中の重金

属元素濃度評価）Mbambara Majorie（国際環境保全） 

Community based assessment related to deforestation issue in the district of Moramanga Madagascar from 
satoyama initiative perspectives（マダガスカル・ムラマンガ地区において森林衰退に直面する

コミュニティのサトヤマ指標による評価）Ralahy Solofonirina Nirisaina（国際環境保全） 

The current status and future spread of sharing bicycle used by foreign tourists in Sapporo city（札幌市を

訪れる外国人観光客によるシェアリング自転車利用の実態と普及）Liu Haoran（国際環境保

全） 

 

地球圏科学専攻 

燃焼起源有機物の土壌から河川への移行を決定づける要因の解明 児島 大貴（大気海洋化学・

環境変遷学） 

別寒辺牛湿原泥炭コアセルロース酸素同位体比を用いた過去2000年間の古気候復元 櫻井 弘

道（大気海洋化学・環境変遷学） 

北太平洋西部亜寒帯海域におけるCO2非平衡量の季節的動態 宿田 さとり（大気海洋化学・環

境変遷学） 

Flooding and production of willow trees at Indigirka River lowland in eastern Siberia（東シ

ベリアにおけるインジギルカ川低地の洪水とヤナギの生産量）鐘 仕鴻（大気海洋化学・環

境変遷学） 

堆積物DNAを用いた過去50年間の別府湾真核生物群集復元 瀬川 雄大（大気海洋化学・環境

変遷学） 

西部北太平洋の亜表層植物プランクトンの増殖制限要因の評価  ～溶存鉄・硝酸塩の供給量比

の評価～ 中川 一成（大気海洋化学・環境変遷学） 

北太平洋表層における窒素固定生物の現存量と群集組成の時空間変化 似内 梨紗（大気海洋

化学・環境変遷学） 
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カラマツ年輪窒素同位体比による東シベリアタイガ林窒素循環解析 橋口 脩平（大気海洋化

学・環境変遷学） 

北太平洋亜寒帯域におけるFeの存在状態と供給プロセスの解明 馬場 梨世（大気海洋化学・

環境変遷学） 

西部北太平洋における人為起源窒素の分布とその変動の復元 藤田 晃市（大気海洋化学・環境

変遷学） 

蛍光消光法を用いた鉄に対する腐植物質の錯形成能評価に関する研究 吉田 聖良（大気海洋

化学・環境変遷学） 

グリーンランド北西部カナック氷河における汚れ物質の空間分布特性 羽月 稜 （雪氷・寒冷

圏科学） 

グリーンランド南東ドームアイスコアに含まれる不溶性微粒子の解析 網野 智美（雪氷・寒冷

圏科学） 

アイスコア中の水安定同位体を用いたグリーンランド北西部の海氷変動の解明 黒﨑 豊 （雪

氷・寒冷圏科学） 

グリーンランド南東ドームフィルンコアにおける比表面積測定 柴田 麻衣（雪氷・寒冷圏科学） 

強安定条件での乱流構造に対する地形の影響 福田 朔也（雪氷・寒冷圏科学） 

東南極Langhovde氷河の末端変動と棚氷下海洋環境 山根 志織（雪氷・寒冷圏科学） 

サハリン島西岸-Kholmsk沖-における海水交換 飯田 博之（大気海洋物理学・気候力学） 

ADCPによる海氷厚測定について ～超音波氷厚計測定との比較～ 打矢 剛朗（大気海洋物理

学・気候力学） 

中緯度水温フロントに対する冬季大気大循環場の応答時間に関する研究 大河内 雄太（大気

海洋物理学・気候力学） 

全球における冬季塩分躍層の分布と年々変動 小田 正人（大気海洋物理学・気候力学） 

中央および東シベリアにおける森林火災の発生環境と大気汚染物質の日本への輸送 落合 展

大（大気海洋物理学・気候力学） 

成層圏オゾンの年々変動の研究～トレンドの水平分布とENSOに対する応答～ 木村 啓人（大

気海洋物理学・気候力学） 

The variability of land-fast sea ice off Queen Maud/Enderby Land, East Antarctic, during 
2000-2017（東南極クイーンモードランド及びエンダービーランド沖における2000－2017
年の定着氷変動）胡 媛（大気海洋物理学・気候力学） 

渦分解と非渦分解の海洋大循環シミュレーションの比較を通した中規模渦が海洋表層構造に与

える影響の評価 髙田 将仁（大気海洋物理学・気候力学） 

寒冷前線の上層雲に見られた時計回りの渦列の研究 高増 厚司（大気海洋物理学・気候力学） 

台風に伴う放射状巻雲バンドの形成メカニズム 玉井 健太郎（大気海洋物理学・気候力学） 

1994～2018年のIAGOS旅客機観測データを用いた航空乱気流に関する研究 田村 魁人（大気

海洋物理学・気候力学） 
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東アジア半乾燥地域におけるメソ対流系の発生に対する陸面の寄与 寺村 大輝（大気海洋物

理学・気候力学） 

北海道の風力発電所における風況調査のためのJRA-55領域ダウンスケーリングデータの評価 

中村 元哉（大気海洋物理学・気候力学） 

熱帯海盆間変動が太平洋の中緯度大気海洋系に及ぼす影響 中村 優斗（大気海洋物理学・気候

力学） 

対流性降水の日周期性に着目した降水強度と地上気温の関係 樋口 義仁（大気海洋物理学・気

候力学） 

アメリー棚氷沖におけるフラジルアイスと高生物量の同時発生過程 町村 典彦（大気海洋物

理学・気候力学） 

The subpolar gyre in the Australian-Antarctic Basin derived from Argo Floats（アルゴフロ

ートで求めたオーストラリア-南極海盆の亜寒帯循環）山崎 開平（大気海洋物理学・気候

力学） 
 

生物圏科学専攻 

The bacterial community structure and interspecies interaction between algae, fungi and 
bacteria in colored snow of Mount Asahi in Northern Japan（旭岳彩雪における微生物群

集構造および種間相互作用）薛 丹（生態系生物学） 

Production of polyunsaturated fatty acids by Pythium（卵菌による長鎖多価不飽和脂肪酸の生

産）中村 安香（生態遺伝学） 

Ecological and genetic studies on the speciation of Japanese white-flowered Trillium species
（日本産白花エンレイソウ属植物の種分化に関する生態遺伝学的研究）相田 大輔（生態

遺伝学） 

A study on the time-dependent evolutionary rate of mitochondrial DNA in rodents（ネズミ類

におけるミトコンドリアDNAの時間依存的進化速度に関する研究）井上 結太（生態遺伝

学） 

The relationships between growth forms and reproductive characteristics of Marimo, 
Aegagropila linnaei, in Lake Akan, Hokkaido（北海道阿寒湖のマリモにおける生育形と

繁殖特性の関連性）梅川 健人（生態遺伝学） 

A phylogeographic study on the three endemic mammal genera in the central Ryukyu（中琉

球固有の哺乳類3属における系統地理学的研究）須田 杏子（生態遺伝学） 

An evolutionary study on the coat color variation and coat color related gene Asip in the 
house mouse (Mus musculus)（ハツカネズミ（Mus musculus）における毛色変異と毛色

関連遺伝子Asipの進化学的研究）武石 透輝（生態遺伝学） 

Reduction of a nymphal instar in a dampwood termite: heterochronic shift in the caste 
differentiation pathways（オオシロアリにおけるニンフ齢の減少：カースト分化経路にお

ける異時的改変）二井 遼太郎（生態遺伝学） 

温暖化による海氷減少および海面水温変化が中緯度ジェットに与える影響 植木 聡明（大気
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海洋物理学・気候力学） 

1.5層浅水モデルを用いた海洋子午面循環に関する研究 石井 義人（大気海洋物理学・気候力

学） 

口腔内衛生環境改善のための義歯表面菌叢解析およびヌメリ再構築の試み 隅田 紗織（分子

生物学） 

過剰リンを含む工場排水を利用したウキクサバイオマス生産技術の開発 富原 優子（分子生

物学） 

シロイヌナズナbor1-1抑圧変異体#101及び#175、#180のホウ素要求量を低下させる分子機構の

解明 野崎 佑斗（分子生物学） 

植物におけるホウ素の新規機能の探索 ―ホウ酸による病原応答の抑制― 保勇 孝亘（分子生

物学） 

The patches of Miscanthus sinensis Andersson facilitate the establishment of exotic species 
in the early stages of succession on the volcano Mount Usu, northern Japan（有珠火山

遷移初期段階にススキパッチは外来種の定着を促進する）関根 直樹（植物生態学） 

Effects of broad-leaved and needle-leaved litter on the growth and establishment of 
Racomitrium japoncium on Mount Koma, northern Japan（渡島駒ケ岳における広葉樹と

針葉樹のリターがスナゴケの成長と定着に与える影響）曽 貞（植物生態学） 

三陸沿岸のムラサキインコガイの個体群動態に対する東北地方太平洋沖地震の影響 岩渕 邦

喬（動物生態学） 

Responses of stream fish and macroinvertebrate communities to a catastrophic flood: a case 
study of the 2016 Hokkaido typhoons（大規模洪水攪乱への河川生物群集の応答：2016年
北海道台風の事例）島本 悠希（動物生態学） 

自身の性と集団の性比がサクラマス幼魚の成長を決める 舞田 穂波（動物生態学） 

陸奥湾における貧栄養化対策としての海底耕耘の有効性 市村 瞭（海洋圏科学） 

陸奥湾における貧栄養化が植物プランクトンの生産に与える影響 籠橋 重樹（海洋圏科学） 

サクラマスの鰓におけるコルチゾルと成長ホルモンの各受容体に対する調節作用 栗田 大樹

（海洋圏科学） 

サクラマスの組換えインスリン様成長因子-Iおよび-IIの作製 佐藤 萌絵（海洋圏科学） 

シロザケ稚魚の成長に及ぼす摂餌状態と海水温の影響 中村 周（海洋圏科学） 

噴火湾における養殖ホタテガイの成長と環境要因 夏目 拓希（海洋圏科学） 

亜寒帯汽水湖の物質循環系におけるイサザアミ類の機能的役割の評価 西田 知樹（海洋圏科

学） 

サケ科魚類の血中インスリン様成長因子結合蛋白のゲノム編集への応答およびホルモンによる

調節 山口 銀乃介（海洋圏科学） 

自由遊泳時におけるマイワシSardinops melanostictusのターゲットストレングスに関する研究 

天本 健太（水圏生物学） 
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ヒゲ板中安定同位体比変動から推定するクロミンククジラ雌の生活史履歴 打田 茉由果（水

圏生物学） 

非捕獲的手法によるアイナメHexagrammos otakiiなわばり雄の成長と繁殖成功度の経年変化 

大河内 裕典（水圏生物学） 

Interactive effects of microplastics and ocean warming on the marine bivalve, Mytilus 
trossulus（マイクロプラスチックと海水温上昇がキタノムラサキイガイに与える相互作用）

太田 百音（水圏生物学） 

日本周辺海域におけるアブラツノザメSqualus suckleyiの鉛直遊泳行動と生息場推定に関する

研究 関 悠太（水圏生物学） 

北海道日本海沿岸に来遊するキタオットセイのヒゲ中の炭素14分析と衛星発信器による回遊追

跡 平川 由季乃（水圏生物学） 

島根県隠岐諸島西ノ島に生育するツルアラメEcklonia stoloniferaの形態的・遺伝的多様性に関

する研究 松下  凪（水圏生物学） 

人工礁で集団繁殖するアイナメHexagrammos otakii雄にみるなわばり場所選択と繁殖成功度

の関係 吉田 隼祐（水圏生物学） 

新たなフェノタイピング・ジェノタイピング解析によるニホンジカ （Cervus nippon）の種内

変異の評価（Applications of new phenotyping and genotyping tools for characterization 
of intraspecific variation among populations of the sika deer, Cervus nippon.）秋田谷 鴻

（森林圏環境学） 

トドマツ林における厳冬期を含めた土壌窒素動態の季節変動 植村 茉莉恵（森林圏環境学） 

北海道内陸部におけるオジロワシHaliaeetus albicillaの雛の食性 大坪 雅典（森林圏環境学） 

天然針広混交林におけるササ・樹木の細根分布と表層土壌の鉄・アルミニウム・ケイ素含有率の

関係 小野 拓哉（森林圏環境学） 

異なる強度の土壌かく乱がアカエゾマツの初期定着に及ぼす影響 鈴木 ななみ（森林圏環境

学） 

ヒグマの掘り返しの発生パタンと土壌環境の改変 富田 幹次（森林圏環境学） 

北海道東部の厚岸湖集水域における陸域から湖沼への栄養塩動態 中角 直毅（森林圏環境学） 

Embryonic Staging System on the Asian Parti-colored Bat, Vespertilio sinensis, Based on 
Standard Event System（日本産ヒナコウモリの胚発生記載と四肢形成の特異性）野尻 太

郎（森林圏環境学） 

フリチラリア型胚のうを持つコオニユリの胚乳発達の特徴づけと胚乳培養への応用 岩田 あ

さ美（耕地圏科学） 

花サイズの異なるペチュニア野生種を用いた花粉管伸長能と雌ずい長の関係性の検証 加藤 

都（耕地圏科学） 

マメ科牧草ガレガの刈取り危険帯分析および難防除雑草ハルガヤに関する研究 小池 真大郎

（耕地圏科学） 

北海道東部におけるハスカップの野生遺伝資源の探索と遺伝的多様性の解析 津村 美悠（耕
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地圏科学） 

美唄湿原におけるホロムイイチゴの開花および果実形成の特徴 成田 圭佑（耕地圏科学） 

美唄湿原におけるツルコケモモの倍数性および生態的特性の解析 堀畑 友見（耕地圏科学） 

 

環境物質科学専攻 

水溶性EDTA-キトサンの凝集を利用した金属イオンの選択的分離 河村 登稀（生体物質科学） 

セロビオースを原料とする新規界面活性剤の合成 栗原 誠（生体物質科学） 

RBL-2H3脱顆粒抑制試験による微細藻類由来抗アレルギー物質の探索 髙橋 良輔（生体物質

科学） 

バイオマス由来新規船底防汚化合物の合成研究 立花 一樹（生体物質科学） 

β-シクロデキストリンによるゼロ価鉄ナノ粒子の表面修飾とアゾ色素退色反応の評価 谷本 

憂太郎（生体物質科学） 

エポキシド開環反応における隣接基効果の検討 玉川 竜太郎（生体物質科学） 

Dolastatin16誘導体の合成研究 早川 嘉樹（生体物質科学） 

オマエザレン鏡像体の合成研究 水谷 央（生体物質科学） 

チアゾールを母骨格に持つ蛍光ソルバトクロミック色素の創製 米澤 光貴（生体物質科学） 

1,2-プロパンジオール脱水反応に高活性を示すBPO4触媒の開発 祝迫 大樹（ナノ環境材料） 

芳香環架橋配位子で修飾した金クラスターの合成と特性 王 世鵬（ナノ環境材料） 

ヘリカル構造を持つキラルAu13クラスターの合成と特性 小川 悠里（ナノ環境材料） 

グラフェン被覆した種々の金属基板への電気化学的分子修飾 鶴飼 里菜（ナノ環境材料） 

塩化物イオン共存水溶液中でのアンモニウムイオンのオゾン接触酸化分解 十川 智一（ナノ

環境材料） 

異方性Au6クラスターの集合化に伴う光学特性変化 箱石 優作（ナノ環境材料） 

環状金属チオラートによる金属イオン認識 符 輝林（ナノ環境材料） 

アンモニア気流中で処理された金属酸化物の塩基性質と触媒特性 藤元 もも（ナノ環境材料） 

脂質膜修飾電極における金属酵素反応の追跡 増田 侑也（ナノ環境材料） 

一次元金チオラート配位高分子の溶液中での構造と特性 村上 碧（ナノ環境材料） 

大環状クラウンエーテルを用いた [Ni(dmit)2]超分子カチオン結晶の合成と物性 白川 祐基

（光電子科学） 

Crystal Structure and Magnetic Properties of Sandwich-type Polyoxometalates Containing 
Carbonate-Bridged Tb Triangle（炭酸架橋Tb三核錯体を含むサンドイッチ型ポリオキソメ

タレートの結晶構造と磁性）陳 姣 （光電子科学） 
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DNAブラシに固定化した金ナノロッドの刺激応答性配向制御 二瓶 瑞生（光電子科学） 

逆二重励起光音響分光法による電子トラップ密度解析の測定原理に対する高忠実化 村上 雄

馬（環境触媒化学） 

白金担持酸化タングステン光触媒による酸素還元反応速度におよぼす移動電子数の影響 山田 

千晴（環境触媒化学） 

X Ray-diffraction analytical study on thermal anatase-rutile crystalline transition （アナタ

ース－ルチルの熱転移のX線回折による解析）JOHN BOB（環境触媒化学） 

 

 

１５−３ 修業年限修業学位取得率 
 

博士後期課程 

 

 入学者数 

平成３０年度までの修了者 

標準年限内 

修了者数 

取得率 

（％） 

平成２８年４月 

入学者 
20 6 30.0 

 

※ 修士（博士前期）課程は省略（概ね年限内で取得している） 
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１６ 研究成果発表状況 
 

平成３０年度に受理された査読有り論文を専攻毎にまとめる。下線の氏名は環境科学院学生

（修了者も学院所属時の発表ならば含む）、イタリックの氏名は学院教員、括弧内は受理日（年

／月／日）を表しており、受理された年度（４月１日―３月 31 日）で分けている。なお、教員

のみの業績については各部局の報告等に所載するため掲載していない。専攻を跨いでいる業績

に関しては*印を付けている（以下同じ）。 
 
環境起学専攻 
Ba, X., Kouchi, N., Watanabe, K., Nakaoka, M., Fujii, M. (2018) Material cycling in coastal 

waters and the role of the Kiritappu Wetland in Hamanaka, Hokkaido: An analysis 
using the surf clam (Pseudocardium sachalinense) as an environmental indicator. 
Marine Chemistry, 205, 81-89. (2018/8/29) 

Chand, M.B., Kayastha, R.B. (2018) Study of thermal properties of supraglacial debris and 
degree-day factors on Lirung Glacier, Nepal. Sciences in Cold and Arid Regions, 10(5), 
357-368. (2018/6/28) 

Habib, S.M.A., Sato, T., Hatsuzuka, D. (2019) Decreasing number of propagating mesoscale 
convective systems in Bangladesh and surrounding area during 1998–2015. 
Atmospheric Science Letters, 20, e879. (2018/12/9) 

Holle, M.J.M., Tsuyuzaki S. (2018) The effects of shrub patch sizes on the colonization of 
pioneer plants on the volcano Mount Koma, northern Japan. Acta Oecologica, 93, 48-
55. (2018/10/5) 

Jahan, M., Rahman, M., Rahman, M., Sikder, T., Uson-Lopez, R.A., Selim, A.S.Md., Saito, T., 
Kurasaki, M. (2018) Microbiological safety of street-vended foods in Bangladesh. 
Journal of Consumer Protection and Food Safety, 13, 257–269. (2018/6/27) 

Kumagai, M., Nishikawa, K., Matsuura, H., Umezawa, T., Matsuda, F., Okino, T. (2018) 
Antioxidants from the brown alga Dictyopteris undulata. Molecules, 23(5), 1214. 
(2018/5/16) 

Negishi, J.N., Hibino, A., Miura, K., Kawanishi, K., Watanabe, N., Toyoda, K. (2019) Coupled 
benthic-hyporheic responses of macroinvertebrates to surface water pollution in a 
gravel-bed river. Freshwater Science. (2019/3/25) 

Negishi, J.N., Miura, K., Izumi, H., Negishi, Y. (2018) Chestnut goby, Gymnogobius castaneus 
(O'Shaughnessy 1875), as a suitable host of Anemina arcaeformis (Heude 1877) in 
floodplain water bodies, Hokkaido, Northern Japan. Limnology, 19, 343-354. (2018/6/6) 

Negishi, J.N., Terui, A., Nessa, B., Miura, K., Oiso, T., Sumitomo, K., Kyuka, T., Yonemoto, 
M., Nakamura, F. (2019) High resilience of aquatic community to a 100-year flood in a 
gravel-bed river. Landscape and Ecological Engineering, 15, 143-154. (2019/1/22)* 

Ngwira, S., Watanabe, T. (2019) An analysis of the causes of deforestation in Malawi: A case 
of Mwazisi. Land, 8(3), 48. (2019/3/11) 

Ohara, N., Yamanaka, Y., Trencher, G. (2019) Understanding nature through photography: 
An empirical analysis of the intents of nature photographers and the preparatory 
process. Environmental Communication. (2019/1/15) 

Rahman, Md.M., Hossain, K.F.B., Banik, S., Sikder, Md.T., Akter, M., Bondad, S.E.C., 
Rahaman, Md.S., Hosokawa, T., Saito, T., Kurasaki, M. (2019) Selenium and zinc 
protections against metal-(loids)-induced toxicity and disease manifestations: A review. 
Ecotoxicology and Environmnetal Safety, 355, 920–941. (2018/10/13) 

Shishir, S., Tsuyuzaki, S. (2018) Hierarchical classification of land use types using multiple 
vegetation indices in relation to urbanization. Environmental Monitoring and 
Assessment, 190, 342. (2018/5/2) 
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Sikder, Md.T., Kubota, R., Akter, M., Rahman, Md.M., Hossain, K.F.B., Rahaman, Md.S., 
Banik, S., Hosokawa, T., Saito, T., Kurasaki, M. (2019) Adsorption mechanism of Cu(II) 
in water environment using chitosan-nano zero valent iron-activated carbon composite 
beads. Desalination and Water Treatment, 145, 202-210. (2018/12/22) 

Sikder, Md.T., Rahman, Md.M., Jakaria, Md., Hosokawa, T., Kurasaki, M., Saito, T. (2019) 
Remediation of water pollution with native cyclodextrins and modified cyclodextrins: A 
comparative overview and perspectives. Chemical Engineering Journal, 355, 920–941. 
(2018/8/30) 

Ta Huu Chinh, Sato, T. (2019) Effect of ENSO phase on the contribution of environmental 
variables to tropical cyclone genesis in the western North Pacific. International Journal 
of Climatology, 39, 2461-2473. (2018/12/11) 

Ullah, A.K.M.A., Kabir, M.F., Akter, M., Tamanna, A.N., Hossain, A., Tareq, A.R.M, Khan, 
M.N.I., Kibria, A.K.M.F., Kurasaki, M., Rahman, M.M. (2018) Green synthesis of bio-
molecule encapsulated magnetic silver nanoparticles and their antibacterial activity. 
RSC Advances, 8, 37176–37183. (2018/10/22) 

Wang, T., Watanabe, T. (2019) Impacts of recreational activities on an unmanaged alpine 
campsite: The case of Kuro-dake Campsite, Daisetsuzan National Park, Japan. 
Environments, 6, 34. (2019/3/11) 

Yamanaka, Y., Mitsui, S., Shimamura, M. (2019) How universities provide education 
relevant to interdisciplinary studies? – Environmental studies courses in re-search 
university as IR survey using education support system. International Journal of 
Institutional Research and Management. (2018/11/2) 

岩井尚人, 山中康裕, 根岸淳二郎, 山田朋人 (2018) タンクモデルを参考にした小学校高学年向

けの地下水学習の教材開発. 水利科学, 364, 59-80. (2018/8/19) 
三浦一輝, 石山信雄, 川尻啓太, 渥美圭佑, 長坂有, 折戸聖, 町田善康, 臼井平, Gao Yiyang, 能

瀬晴菜, 根岸淳二郎, 中村太士 (2019) 北海道における希少淡水二枚貝カワシンジュガイ

属 2 種（Margaritifera laevis, Margaritifera togakushiensis）の河川区間の生息の重複. 
保全生態学研究, 24, 39-48. (2019/1/25)* 

劉穎, 高橋界, 山中康裕 (2018) 中国出身の留学生による開発教育に向けた授業案―北海道占冠

村の小学校における実践―. 開発教育, 65, 121-129. (2018/10/2) 
 
＜平成 29 年度報告書以前の記載漏れ＞ 
Fujii, M., Sawadate, T. (2018) Assessment of potential small hydropower generation: A case 
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１７ 修了後の進路 
 
１７－１ 博士後期課程修了者 
 

平成３０年度修了者（令和元年５月１日現在） 
 
就職先別統計 
製造業 3，情報通信業 1，学術研究，専門・技術サービス 16，教育・学習支援 2，公務員 
2，その他 1 
計 25 
 
主な進路 
環境起学専攻 
山形県庁，株式会社 長大，食品科学研究所，Five QuestionZ LLC，富山大学，Jahangirnagar
大学理学部環境科学，National Center for Hydro-Meteorological Forecasting, Vietnam 
 
地球圏科学専攻 
北海道大学（環境），US Navy，明星電気，Jahangirnagar University，北海道区水産研究所，
University of Sciences - Vietnam National Universit 
 
生物圏化学専攻 
北海道教育委員会，北海道大学（水産），イムラ・ジャパン株式会社，国立研究開発法人 水産研
究・教育機構 北海道区水産研究所(北水研) ，北海道立総合研究機構 水産研究本部 
 
環境物質科学専攻 
WuXi AppTec，東京工業大学，昭和電工株式会社，株式会社テクノプロ・テクノプロ R&D 社  
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１７−２ 修士（博士前期）課程修了者 
 
平成３０年度修了者（令和元年５月１日現在） 
 
就職先別統計 
博士後期課程進学（他大学院を含む） 22，農業・林業 1，建設業 5，製造業 36，電気・ガ
ス・熱・水道 3，情報通信業 15，運輸・郵便 5，卸売・小売 5，金融・保険 2，学術研究，
専門・技術サービス 12，教育・学習支援 4，複合サービス 3，その他サービス業 5，公務員 
12，その他 1 
計 131  
 
 
主な進路 
環境起学専攻 
北海道地図株式会社，"Bangladesh Space Research and Remote Sensing Organization 
(SPARRSO)" ，日本プロセス株式会社，日本航空株式会社，株式会社日本アイビーエムサービス，
日産車体株式会社，京セラコミュニケーションシステム株式会社，株式会社ダイテック，イーエス
総合研究所，パナソニック環境エンジニアリング，中外テクノス株式会社，株式会社 SUBARU，
株式会社ロックオン，JFE 商事株式会社，Ministry of Local Government Housing and 
Environment，GPSS，ザンビア国政府，株式会社ツルハホールディングス 
 
地球圏科学専攻 
日本郵船株式会社，気象庁，オルガノ株式会社，株式会社建設技術研究所，実家のお寺の住職，大
地コンサルタント株式会社，ドーコン，川崎汽船，株式会社北洋銀行，エヌエス環境株式会社，株
式会社ニトリ，株式会社エスネットワークス，今治造船，北海道電力株式会社，札幌市役所，日本
航空株式会社，(有)岡田牧場，新日鉄住金ソリューションズ株式会社，一般社団法人 日本気象協
会，株式会社フューチャーアーキテクト，株式会社タマス，日揮株式会社，海上保安庁 海洋情報
部，中日本高速道路株式会社，株式会社三井 E&Sマシナリー，一般社団法人リモート・センシング
技術センター，ジヤトコ株式会社，株式会社アジア航測，大和探査技術株式会社 
 
生物圏科学専攻 
北海道糖業株式会社，北海道教育委員会，光村教育図書，大阪市，雪印メグミルク株式会社，デル
フィスドライブ，アサヒビール株式会社，株式会社 NTTドコモ，株式会社ダイナックス，(社）日本
血液製剤機構，長野県，株式会社ベルグアース，株式会社極洋，株式会社アイシン・エィ・ダブリ
ュ，マルハニチロ株式会社，株式会社ニトリ，森永乳業株式会社，アディッシュ株式会社，株式会
社三菱 UFJ銀行，ブリヂストンサイクル株式会社，一般財団法人 宮崎県水産振興協会，株式会社
KSK，株式会社マツダ，日本水産，豊田通商株式会社，大阪ガス株式会社，株式会社王子ホールディ
ングス，株式会社福田水文センター，株式会社三菱ケミカルシステム，国立環境研究所，みずほ情
報総研株式会社，株式会社ツムラ，北海道庁，興和株式会社 
 
環境物質科学専攻 
株式会社コガネイ，株式会社資生堂，株式会社クレスコ，大内新興化学工業株式会社，NOK株式会
社，コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社，SCジョンソン株式会社，株式会社メイテック，株
式会社 KOKUSAI ELECTORIC，株式会社ブイテックス，JFEスチール株式会社，凸版印刷株式会社，北
海道庁，日東紡績株式会社，NECソリューションイノベータ株式会社，株式会社朝日新聞社，昭和
シェル石油株式会社，サカタインクス株式会社，株式会社 KOKUSAI ELECTRIC，TANAKAホールディ
ングス株式会社，株式会社 UACJ製箔，愛知県教育委員会 
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１８ 規程 

 

 
北海道大学大学院環境科学院規程 

平成１７年４月１日 

海大達第４９号 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人北海道大学組織規則（平成16年海大達第31号）第27条の３第４項の

規定に基づき，環境科学院（以下「本学院」という。）の教育課程等に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

（目的） 

第１条の２ 本学院は，自然科学に基礎をおき，地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を

行うとともに，これらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人の養成を目的とする。 

第１章の２ 専攻及び課程 

（専攻） 

第１条の３ 本学院に，次の専攻を置く。 

環境起学専攻 

地球圏科学専攻 

生物圏科学専攻 

環境物質科学専攻 

（課程） 

第２条 本学院の課程は，博士課程とする。 

第２章 入学，再入学，転学，所属変更及び転専攻 

（入学） 

第３条 本学院に入学することのできる者は，北海道大学大学院通則（昭和29年海大達第３号。以下

「通則」という。）第４条第５項に規定する修士課程（以下「修士課程」という。）にあっては，通

則第10条第１項各号のいずれかに，通則第４条第５項に規定する博士後期課程（以下「博士後期課

程」という。）にあっては，通則第10条第２項各号のいずれかに該当する者とする。 

２ 前項に規定する者のうち，本学院の行う選考に合格した者については，教授会の議を経て，総長が

入学を許可する。 

（再入学及び転学） 

第４条 通則第13条各号に該当する者が本学院に再入学又は転学を願い出た場合は，選考の上，教授会

の議を経て，総長がこれを許可することがある。 

（所属変更及び転専攻） 

第４条の２ 通則第13条の２第１号に該当する者が本学院に所属の変更を願い出た場合及び通則第13条

の２第２号に該当する者が転専攻を願い出た場合は，選考の上，教授会の議を経て，学院長がこれを

許可することがある。 

第３章 授業科目，修了要件，履修方法及び試験 

（授業科目及び単位） 

第５条 各専攻の授業科目及び単位は，別表のとおりとする。 

２ 前項に規定する授業科目のほか，必要がある場合においては，教授会の議を経て，臨時の授業科目

を設けることができる。 
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（単位数の計算の基準） 

第５条の２ 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とす

る内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外

に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義については，15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 演習については，30時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 実習については，45時間の授業をもって１単位とする。 

（課程の修了要件） 

第６条 修士課程の修了要件は，大学院に２年以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指

導を受けた上，修士課程の目的に応じ，本学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果

の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者につい

ては，大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 本学院において教育上有益と認めるときは，本学院の他の専攻，北海道大学（第10条において「本

学」という。）の大学院の研究科，他の学院若しくは教育部の専攻の授業科目又は学部の授業科目若

しくは北海道大学専門横断科目規程（平成31年海大達第50号）に定める専門横断科目を指定して履修

させ，修士課程の単位とすることができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院共通授業科目規程（平成12年海大達

第24号）に定める授業科目（次条において「共通授業科目」という。）を指定して履修させ，修士課

程の単位とすることができる。 

第７条 博士課程の修了要件は，大学院に５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者に

あっては，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し，修士課程において30単位以上，

博士後期課程において10単位以上をそれぞれ修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行

う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を

上げた者については，大学院に３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあって

は，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件

については，前項中「５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課

程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を加えた期

間」と，「３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における

２年の在学期間を含む。）」とあるのは「３年（修士課程における在学期間を含む。）」と読み替え

て，前項の規定を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第156条の規定によ

り，大学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，博

士課程の後期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院に３年以上在学し，10単

位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査及び試験に合格す

ることとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年

以上在学すれば足りるものとする。 

４ 本学院において教育上有益と認めるときは，共通授業科目を指定して履修させ，第１項の規定によ

り修得すべき単位とすることができる。 

（長期履修） 

第８条 本学院において，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，教授会の議

を経て，その計画的な履修（以下「長期履修」という。）を認めることができる。 
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２ 長期履修に関し通則第４条の２に定めるもののほか，本学院において必要な事項は，教授会の議を

経て，学院長が別に定める。 

（他大学の大学院等における履修等） 

第９条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院の授

業科目を履修し，又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との

間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の

国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学（次条において「国際連合大学」という。）にお

いて学修することを認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位又は学修の成果については，修士

課程及び博士後期課程を通して10単位を超えない範囲において，教授会の議を経て第６条第１項又は

第７条の規定により修得すべき単位の一部とみなすことができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院若しくは

研究所等又は外国の大学の大学院若しくは研究所等において必要な研究指導を受けることを認めるこ

とができる。ただし，修士課程の学生について認める場合には，当該研究指導を受ける期間は，１年

を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第10条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，新たに本学院に入学した学生

が，本学院に入学する前に本学若しくは他の大学の大学院において履修した授業科目について修得し

た単位（科目等履修生として履修した授業科目について修得した単位を含む。）又は外国の大学の大

学院若しくは国際連合大学において学修した成果を，本学院に入学した後の本学院における授業科目

の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は，本学大学院において修得した単位

以外のものについては，修士課程及び博士後期課程を通して10単位を超えない範囲において，第６条

第１項又は第７条の規定のより修得すべき単位の一部とすることができる。 

（履修方法） 

第11条 授業科目の履修方法の細目については，教授会の議を経て，学院長が定める。 

（試験） 

第12条 各授業科目の試験（以下「科目試験」という。）は，当該授業科目の授業が終了した学期末に

行う。ただし，やむを得ない事由があるときは，教授会の議を経て，臨時に実施することができる。 

（成績の評価） 

第13条 科目試験の成績は，秀，優，良，可及び不可の５種とし，秀，優，良及び可を合格とする。 

（学位論文の提出期日） 

第14条 修士課程及び博士課程の学位論文は，本学院の定める期日までに提出しなければならない。 

第４章 課程修了の認定 

（課程修了の認定） 

第15条 修士課程及び博士課程の修了は，当該課程の修了要件を満たした者について，教授会の議を経

て，総長がこれを認定する。 

第５章 特別聴講学生，特別研究学生及び外国人留学生 

（特別聴講学生） 

第16条 本学院において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国

の大学の大学院の学生があるときは，教授会の議を経て，特別聴講学生としてこれを許可することが

できる。 

２ 特別聴講学生は，学期又は学年ごとに許可する。 
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３ 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については，第12条及び第13条の規定を準用する。 

（特別研究学生） 

第17条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生が

あるときは，教授会の議を経て，特別研究学生としてこれを許可することができる。 

第18条 削除 

（外国人留学生） 

第19条 通則第47条の規定による外国人留学生の入学については，教授会の議を経て，総長がこれを許

可することがある。 

附 則 

１ この規程は，平成17年４月１日から施行する。 

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成17年海大達第45号）附則第２項に規定する地球

環境科学研究科の地圏環境科学専攻，生態環境科学専攻，物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学

専攻に在学する者（以下「地球環境科学研究科在学者」という。）に係る教育課程の実施及び課程修

了の認定は，同附則第４項の規定に基づき環境科学院が行うものとし，当該地球環境科学研究科在学

者に係る教育課程，課程修了の要件その他教育に関し必要な事項は，環境科学院において別に定め

る。 

３ 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程（平成５年海大達第15号）は，廃止する。 

附 則（平成18年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年４月１日海大達第140号） 

１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。 

２ 平成19年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第13条の規定にかかわらず，

なお従前の例による。 

附 則（平成19年12月26日海大達第285号） 

この規程は，平成19年12月26日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日海大達第83号） 

１ この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

２ 平成20年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（平成22年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年４月１日海大達第121号） 

この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年４月１日海大達第128号） 

１ この規程は，平成27年４月１日から施行する。 

２ 平成27年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（平成28年４月１日海大達第92号） 

１ この規程は，平成28年４月１日から施行する。 

２ 平成28年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年
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４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学大学院環境科学院

規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成29年４月１日海大達第120号） 

この規程は，平成29年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年４月１日海大達第101号） 

１ この規程は，平成31年４月１日から施行する。 

２ 平成31年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

 

別表（第５条関係） 

環境起学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅰ 4 

環境起学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

環境科学基礎論 2 

国際環境保全学総論 2 

環境汚染比較特論 2 

地生態資源学特論 2 

気候変動影響特論 2 

自然環境学総論 2 

環境解析学総論 2 

水循環学特論 2 

環境情報地理学特論 2 

水資源学特論 2 

流域環境学特論 2 

環境保全学特論 2 

寒冷陸圏環境学特論 2 

環境解析法演習Ⅰ 2 

環境解析法演習Ⅱ 2 

山岳環境観測法実習 4 

統合自然環境調査法実習 2 

統合環境地理調査法実習 4 

環境適応学総論 2 

環境適応学特論 2 

環境計量学特論 2 

統合環境分析法実習 4 

環境起学基礎演習 1 

実践環境科学総論Ⅰ 2 
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実践環境科学総論Ⅱ 2 

実践環境科学特論 2 

実践環境科学演習Ⅰ 1 

実践環境科学演習Ⅱ 1 

実践環境科学実習Ⅰ 1 

実践環境科学実習Ⅱ 1 

実践環境科学インターンシップⅠ 2 

実践環境科学インターンシップⅡ 2 

国際科学コミュニケーション法特論 2 

環境起学特別講義Ⅰ 2 

環境起学特別講義Ⅱ 2 

環境起学特別講義Ⅲ 2 

環境科学英語ライティング特論 2 

 

博士後期課程 

 

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅱ 4 

環境起学特別研究Ⅱ 8 

地球圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅰ 4 

地球圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

古環境学基礎論 2 

地球雪氷学基礎論 2 

大気海洋物理学基礎論 2 

大気海洋化学基礎論 2 

古海洋学特論 2 

対流圏化学特論 2 

陸圏物質循環学特論 2 

古気候変動学特論 2 

大気圏化学特論 2 

化学海洋学特論 2 

海洋生物地球化学特論 2 

環境分析化学特論 2 

生物地球科学特論 2 

氷河・氷床学特論 2 

雪氷水文学特論 2 

寒冷圏気象・気候学特論 2 
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理論雪氷学特論 2 

大気環境科学特論 2 

極域海洋学特論 2 

大気力学特論 2 

海洋力学特論 2 

気候変動特論 2 

気候モデリング特論 2 

地球流体力学特論 2 

大気海洋解析法特論 2 

遠隔情報学特論 2 

地球圏科学特別講義Ⅰ 2 

地球圏科学特別講義Ⅱ 2 

地球圏科学特別講義Ⅲ 2 

地球圏科学特別講義Ⅳ 2 

地球圏科学演習Ⅰ 4 

地球圏科学演習Ⅱ 4 

地球圏科学実習Ⅰ 4 

地球圏科学実習Ⅱ 4 

地球雪氷学実習Ⅰ 2 

地球雪氷学実習Ⅱ 2 

博士後期課程  

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅱ 4 

地球圏科学特別研究Ⅱ 8 

生物圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅰ 4 

生物圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

多様性生物学基礎論 2 

生態学基礎論 2 

分子生物学基礎論 2 

海洋生物環境学基礎論 2 

フィールド科学基礎論 2 

生物生産学基礎論 2 

多様性生物学特論Ⅰ 2 

多様性生物学特論Ⅱ 2 

生態遺伝学特論Ⅰ 2 

生態遺伝学特論Ⅱ 2 



 - 95 - 

環境分子生物学特論Ⅰ 2 

環境分子生物学特論Ⅱ 2 

植物生態学特論Ⅰ 2 

植物生態学特論Ⅱ 2 

動物生態学特論Ⅰ 2 

動物生態学特論Ⅱ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 2 

水圏科学特論Ⅰ 2 

水圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅰ 2 

森林圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅲ 2 

森林圏科学特論Ⅳ 2 

耕地圏科学特論Ⅰ 2 

耕地圏科学特論Ⅱ 2 

生物圏科学特別講義Ⅰ 2 

生物圏科学特別講義Ⅱ 2 

生物圏科学実習Ⅰ 4 

生物圏科学実習Ⅱ 4 

フィールド科学特別実習Ⅰ 1 

フィールド科学特別実習Ⅱ 1 

博士後期課程  

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅱ 4 

生物圏科学特別研究Ⅱ 8 

環境物質科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目18単位，選択必修科目か

ら8単位以上を含み，合計30単位以

上を修得すること。ただし，環境物

質科学実習Ⅰ及び環境物質科学実習

Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に

算入することができない。 

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅰ 4 

環境物質科学特別研究Ⅰ 8 

環境物質科学基礎論Ⅰ 2 

環境物質科学基礎論Ⅱ 2 

環境物質科学基礎論Ⅲ 2 

（選択必修科目）  

分子環境学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅰ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ 2 
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ナノ環境材料化学特論Ⅲ 2 

光電子科学特論Ⅰ 2 

光電子科学特論Ⅱ 2 

環境触媒化学特論Ⅰ 2 

環境触媒化学特論Ⅱ 2 

（選択科目）  

分子環境学特論Ⅱ 2 

分子環境学特論Ⅲ 2 

環境物質科学特別講義Ⅰ 1 

環境物質科学特別講義Ⅱ 1 

環境物質科学特別講義Ⅲ 1 

環境物質科学特別講義Ⅳ 1 

環境物質科学実習Ⅰ 4 

環境物質科学実習Ⅱ 4 

博士後期課程  

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅱ 4 

環境物質科学特別研究Ⅱ 8 

環境科学院共通科目 

授業科目 単位 備考 

修士課程   

（選択科目）  

環境科学総論 2 

環境科学研究基礎論 1 

国際環境科学実習Ⅰ 1 

国際環境科学実習Ⅱ 1 

国際環境科学研究Ⅰ 2 

国際環境科学研究Ⅱ 2 

博士後期課程  

（選択科目）  

国際環境科学特別研究Ⅰ 2 

国際環境科学特別研究Ⅱ 2 

国際環境科学特別研究Ⅲ 2 
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１９ 予算 

年度 
（単位：千円） 

運営費交付金 

平成３０年度 ７，５９６ 

 

 

２０ 安全管理 

実施項目 防災訓練 

実施日 ６月２１日 

実施内容：火災避難訓練、化学薬品吸着剤の取扱い，排風機の取扱い，AEDの使用方法，防火・避難

設備の説明 

実施項目 安全教育 

実施時期 ４月 

実施内容：「安全の手引き」，「安全の手引き DVD版」，「化学薬品の取扱いについて」，「安全マニュア

ル 環境科学院」を活用して安全教育を各研究室等単位で実施 

実施項目 職場巡視 

実施時期 １１月 

実施内容：各研究室・実験室等における労働災害等を未然に防止するため，及び、省エネルギーの意

識を高めるために，全ての実験室・居室等を対象に実施 

 

 

２１ 国際交流協定 
 
部局間交流協定 
 

国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 アメリカ合衆国 
イリノイ大学大学院シカゴ校 
UIC Graduate College, The University of Illinois at 
Chicago 

平成5年7月14日 
（更新：平成30年3月31日）  

2 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成7年3月16日 
（更新：平成9年12月13日) 
（更新：平成15年11月21日) 
（満了：平成18年8月25日) 

※ 

3 英国（イギリス） ノッティンガム大学  
University of Nottingham 

平成8年2月9日 
（廃止：平成14年2月6日）  

4 ネパール連邦民主共和国 
トリブバン大学科学技術研究科 
Institute of Science and Technology, Tribhuvan 
University 

平成9年10月17日 
（更新：平成12年10月17日） 
（更新：平成16年1月20日） 
（満了：平成22年10月23日） 

※ 

5 中華人民共和国 
蘭州大学資源環境学院 
School of Earth and Environmental Sciences, Lanzhou 
University 

平成9年11月17日 
（更新：平成14年11月17日） 
（更新：平成19年11月17日） 
（満了：平成22年4月9日） 

※ 

6 マレーシア 
マレーシア・サバ大学科学技術研究科 
School of Science and Technology, Universiti Malaysia 
Sabah 

平成10年1月16日 
（廃止：平成15年1月15日）  

7 中華民国（台湾） 
国立成功大学永続環境科技研究センター 
国立成功大学環境工程学系 
Sustainable Environment Research Center, 
National Cheng Kung University 

平成22年9月2日 
（廃止：平成28年3月31日）  ※ 
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Department of Environmental Engineering, 
National Cheng Kung University 

8 ドイツ連邦共和国  
GEOMAR ヘルムホルツ キール海洋研究センター
GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean 
Research Kiel 

平成24年5月31日 
（更新：平成29年11月10日）  

9 中華民国（台湾） 
国立東華大学環境学院 
College of Environmental Studies, National Dong Hwa 
University 

平成24年6月25日 
（満了：平成30年3月19日） ※ 

10 アメリカ合衆国 
ユタ大学大学院・ナノ研究所 
Graduate School/ Nano Institute of Utah, University of 
Utah 

平成25年1月22日 
（更新：平成30年1月22日）  

11 マレーシア 
マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所 
Institute for Tropical Biology and Conservation, 
Universiti Malaysia Sabah 

平成26年2月5日 
（更新：平成31年2月5日） ※ 

12 マレーシア 
マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部 
School of Marine Science and Environment, Universiti 
Malaysia Terengganu 

平成26年9月29日  

13 ノルウェー王国 オスロ大学地球科学科 
Department of Geosciences, University of Oslo 平成27年2月16日  

14 中華人民共和国 
香港科技大学理学院 
School of Science, The Hong Kong University of Science 
and Technology 

平成27年12月28日  

15 アメリカ合衆国 

カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス 
海洋研究所 
The Regents of the University of California on behalf of 
its San Diego campus’s Scripps Institution of 
Oceanography 

平成28年3月17日  

16 ノルウェー王国 
オスロ大学数学・自然科学部 
The Faculty of Mathematics and Natural Science, 
University of Oslo 

平成29年7月13日  

17 中華人民共和国 
華東師範大学地球科学部 
Faculty of Earth Sciences, East China Normal 
University 

平成29年10月23日  

18 イタリア共和国 
トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部 
Department of Agricultural, Forest and Food Science, 
University of Turin 

平成29年10月26日  

19 インドネシア共和国 
イスラム大学数学・自然科学部 
Faculty of Mathematics and Natural Sciences, Islamic 
University of Indonesia 

平成30年2月27日  

20 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 平成30年7月26日  

※：後日大学間交流締結 
 
 
大学間交流協定 

 国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 大韓民国 ソウル大学校 
Seoul National University 

平成9年10月1日 
（更新：平成14年10月1日） 
（更新：平成19年10月1日） 
（更新：平成24年10月1日） 
（更新：平成29年10月1日） 

 

2 大韓民国 釜慶大学校 
Pukyong National University 

平成12年10月25日 
（更新：平成17年10月25日） 
（更新：平成22年10月25日） 
（更新：平成27年10月25日） 

 

3 フィンランド共和国 オウル大学 
University of Oulu 

平成13年12月11日 
（参画：平成24年1月） 
（更新：平成28年12月11日） 

 

4 アメリカ合衆国 ハワイ大学マノア校 
University of Hawaii at Manoa 

平成15年6月30日 
（参画：平成22年10月） 
（更新：平成25年6月30日） 
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5 中華人民共和国 南開大学 
Nankai University 

平成18年5月11日 
（更新：平成23年5月11日） 
（更新：平成28年5月11日） 

 

6 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成18年8月26日 
（更新：平成23年8月26日） 
（更新：平成28年8月26日） 

※ 

7 スイス連邦 スイス連邦工科大学 
Swiss Federal Institute of Technology Zurich (ETH) 

平成19年6月13日 
（更新：平成23年5月30日） 
（更新：平成28年7月21日） 

※ 

8 ロシア連邦 
極東連邦総合大学 
Far Eastern Federal University 
（現 極東連邦大学 
Far Eastern Federal University） 

平成19年11月12日 
（更新：平成26年9月25日）  

9 オーストラリア連邦 タスマニア大学 
University of Tasmania 

平成21年1月9日 
（更新：平成26年1月9日）  

10 ドイツ連邦共和国  ブレーメン大学 
Universität Bremen 

平成22年2月11日 
（更新：平成27年2月11日）  

11 中華人民共和国 蘭州大学 
Lanzhou University 

平成22年4月9日 
（更新：平成27年4月9日）  

12 ネパール連邦民主共和国 トリブバン大学 
Tribhuvan University 

平成22年10月24日 
（更新：平成27年10月24日） ※ 

13 中華人民共和国 東南大学 
Southeast University 

平成22年10月29日 
（更新：平成27年10月29日） ※ 

14 中華人民共和国 厦門大学 
Xiamen University 

平成22年11月25日 
（更新：平成27年11月25日）  

15 中華人民共和国 中国海洋大学 
Ocean University of China 

平成23年2月3日 
（更新：平成28年2月3日）  

16 中華人民共和国 西北農林科技大学 
Northwest A&F University 

平成23年10月13日 
（更新：平成28年10月13日）  

17 中華民国（台湾） 国立中興大学 
National Chung Hsing University 

平成24年3月14日 
（更新：平成29年3月14日）  

18 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 

平成24年4月2日 
（更新：平成29年4月2日）  

19 大韓民国 成均館大学校 
Sungkyunkwan University 

平成24年12月27日 
（更新：平成29年12月27日）  

20 中華民国（台湾） 国立成功大学 
National Cheng Kung University 

平成25年1月23日 
（更新：平成30年1月23日）  

21 インドネシア共和国 バンドン工科大学 
Institut Teknologi Bandung  平成26年3月20日  

22 フィリピン共和国 フィリピン大学 
The University of The Philippines 平成26年7月16日 ※ 

23 マレーシア マレーシア・サバ大学 
Universiti Malaysia Sabah 平成28年4月12日 ※ 

24 中華民国（台湾） 国立東華大学 
National Dong Hwa University 平成29年6月7日 ※ 

25 インド インド工科大学ボンベイ校 
Indian Institute of Technology Bombay 平成30年1月15日  

26 インド インド工科大学マドラス校 
Indian Institute of Technology Madras 平成30年3月26日  

27 インド インド工科大学ハイデラバード校 
Indian Institute of Technology Hyderabad 平成30年4月2日  

※：責任部局として参画 
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